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天気マークによる評価（業況判断ＤＩ）

総合評価 2

【参考】天気マークの概要

参考ＤＩ指数

晴れ ☀ 61～100

薄日 ⛅ 21～60

曇り ☁ ▲20～20

小雨 🌂 ▲21～▲60

雨 ☂ ▲61～▲100

業種名
現状

（21/10-12）

見通し

（22/1-3）

繊維 🌂 🌂

化学 ☁ ☁

食料品 🌂 ☁

金属製品 ☁ ☁

一般機械 ⛅ ☁

電気機械 ☁ ☁

建設 ☁ 🌂

小売 ☂ ☁

運輸・通信 ☁ ☁

サービス 🌂 🌂



現状分析：低水準の横ばい傾向で、伸び悩み

1.繊維

・滋賀県統計課が毎月集計、公表している「滋賀県鉱工業指数」（2021年11月速報）の「繊維工

業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年７－９月期は89.5となり、前期（４－６月期、89.4）からほぼ

横ばいで推移している。

・月次で最近の動きをみると、７月をピークに（95.0）水準は低下し、その後横ばい傾向がみられ、伸び

悩んでいる。
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4-6月期
7-9月期

10-12月

期

2021年

1-3月期
4-6月期 7-9月期
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7月 8月 9月 10月 11月

鉱工業総合 97.1 98.2 107.7 107.0 105.7 106.2 107.4 113.3 108.0 97.3 108.8 108.5

繊維 74.1 75.2 83.1 88.1 89.4 89.5 91.5 95.0 88.2 85.2 87.8 88.0
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業種別の鉱工業生産指数の推移【繊維】（季調済指数、2015年＝100）



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

1.繊維

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「繊維」（ｎ=17）は▲35となり、

１－３月期（▲85）を底にして上昇しているものの、依然、水準は低い。

・一方、中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「繊維」（ｎ=407）は▲44.5となり、20年４－６月期

（▲78.7）を底に緩やかに上昇しているが、低水準にとどまっている。なお、水準はともにマイナス水

準だが、県内企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は低水準のまま横ばい（▲35）、一方、中小企業

景況調査では大幅上昇する見込み（▲14.8）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

製造業 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 16 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 59 ▲ 69 ▲ 49 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 1

繊維 ▲ 46 ▲ 37 ▲ 31 ▲ 57 ▲ 27 ▲ 90 ▲ 76 ▲ 81 ▲ 85 ▲ 62 ▲ 54 ▲ 35 ▲ 35

【中小企業庁】 ▲ 28.4 ▲ 21.8 ▲ 31.3 ▲ 39.4 ▲ 46.7 ▲ 78.7 ▲ 69.9 ▲ 65.3 ▲ 65.0 ▲ 59.1 ▲ 52.8 ▲ 44.5 ▲ 14.8
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ①【繊維】

全体 製造業 繊維 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

1.繊維

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲24となり、前期（７－９月期、23）に

比べ大幅下落し、プラスからマイナスに反転した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲16.3となり、前期（▲17.1）に比べわずかに上昇したものの、

依然マイナス水準にある。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は再び上昇しプラスとなるが（＋12）、中小企業

景況調査では上昇するも依然、マイナス水準の見込み（▲9.7）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7

繊維 ▲ 32 ▲ 21 ▲ 25 ▲ 22 ▲ 20 ▲ 73 ▲ 82 ▲ 75 ▲ 65 8 23 ▲ 24 12

【中小企業庁】 ▲ 18.8 ▲ 14.9 ▲ 23.2 ▲ 32.5 ▲ 42.1 ▲ 79.3 ▲ 70.8 ▲ 67.1 ▲ 63.9 ▲ 28.8 ▲ 17.1 ▲ 16.3 ▲ 9.7
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（％・ポイント） 売上ＤＩ①【繊維】

全体 製造業 繊維 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

1.繊維

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲19となり、前期（７－９月期、８）から

一転、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲28.6となり、前期（▲27.9）に比べやや低下し、水準はとも

にマイナスだが、県内企業より低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅上昇し、持ち合いとなったが（０）、中小企

業況調査ではやや上昇するも、依然マイナス水準の見込み（▲24.0）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

製造業 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 29 ▲ 56 ▲ 66 ▲ 50 ▲ 37 7 16 5 3

繊維 ▲ 32 ▲ 32 ▲ 38 ▲ 43 ▲ 27 ▲ 82 ▲ 81 ▲ 88 ▲ 75 ▲ 8 8 ▲ 19 0

【中小企業庁】 ▲ 23.8 ▲ 20.1 ▲ 23.8 ▲ 30.0 ▲ 35.1 ▲ 69.4 ▲ 63.0 ▲ 57.6 ▲ 53.9 ▲ 33.9 ▲ 27.9 ▲ 28.6 ▲ 24.0
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（％・ポイント） 経常利益ＤＩ①【繊維】

全体 製造業 繊維 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

1.繊維

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では29となり、過剰感は

さらに強まった。一方、中小企業庁の「中小企業景況調査」では6.1となり、過剰感はやや和らいでいる。

来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の過剰感はやや和らぐものの、依然強い（24）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲６となり、19年10－12月

期（▲14）以来の不足感となった。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲8.1となり、不足感が強まった。

来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の不足感はさらに強まり（▲12）、中小企業景況調査で
も不足感がやや強まる見込み（▲9.0）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ 9 16 13 14 13 23 18 13 20 15 15 29 24

雇用人員ＤＩ ▲ 5 ▲ 11 ▲ 6 ▲ 14 0 18 6 19 15 15 0 ▲ 6 ▲ 12

【中小企業庁】生産設備ＤＩ ▲ 2.8 ▲ 5.0 ▲ 0.5 ▲ 0.5 2.8 13.7 13.4 14.5 10.5 12.5 9.7 6.1

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 19.8 ▲ 20.0 ▲ 19.7 ▲ 12.8 ▲ 13.2 14.9 9.6 6.7 3.3 2.0 ▲ 2.3 ▲ 8.1 ▲ 9.0
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（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）①【繊維】



現状分析：引き続き高水準で推移

2.化学

・「化学工業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年７－９月期は146.3となり、やや低下した前期（４
－６月期、113.3）から再び上昇し、高水準となっている。
・月次で最近の動きをみると、直近の１１月は132.4となり、前月（159.4）に比べ大幅に低下するも、引
き続き高水準で推移している。
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鉱工業総合 97.1 98.2 107.7 107.0 105.7 106.2 107.4 113.3 108.0 97.3 108.8 108.5
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業種別の鉱工業生産指数の推移【化学】（季調済指数、2015年＝100）



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

2.化学

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「化学」（ｎ=11）は18となり、前

期（７－９月期、▲10）から大幅上昇し、一転、プラスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「化学」（ｎ=70）は▲10.0となり、前期 （▲17.8）に比べ上

昇しているが、依然マイナス水準で推移している。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はプラス水準ながらやや低下（９）、中小企業景

況調査では19年４－６月期（2.8）以来のプラスとなる見込み（7.5）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

製造業 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 16 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 59 ▲ 69 ▲ 49 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 1

化学 ▲ 17 25 ▲ 36 ▲ 25 14 ▲ 40 ▲ 83 ▲ 50 ▲ 78 ▲ 14 ▲ 10 18 9

【中小企業庁】 ▲ 6.7 2.8 ▲ 5.6 ▲ 16.6 ▲ 26.8 ▲ 49.9 ▲ 46.4 ▲ 45.6 ▲ 38.0 ▲ 23.3 ▲ 17.8 ▲ 10.0 7.5
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ②【化学】

全体 製造業 化学 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

2.化学

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では45となり、前期（７－９月期、60）に比

べやや低下するも、引き続き高水準で推移している。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲4.3となり、前期（▲1.3）に比べやや低下した。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は横ばいで推移し（45）、中小企業景況調査では

大幅上昇し、19年４－６月期（11.3）以来のプラスとなる見込み（10.0）。

10

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7

化学 14 33 ▲ 27 25 0 ▲ 30 ▲ 83 ▲ 75 ▲ 44 43 60 45 45

【中小企業庁】 ▲ 2.7 11.3 ▲ 11.3 ▲ 19.4 ▲ 28.1 ▲ 63.1 ▲ 48.5 ▲ 48.5 ▲ 31.0 ▲ 1.4 ▲ 1.3 ▲ 4.3 10.0
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（％・ポイント） 売上ＤＩ②【化学】

全体 製造業 化学 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

2.化学

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では27となり、前期（70）から大幅低下す

るも、依然プラス水準を維持。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では持ち合いの0.0となり、前期（▲4.0）に比べ上昇した。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はさらに低下するが（９）、中小企業景況調査では

横ばいの見込み（0.0）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

製造業 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 29 ▲ 56 ▲ 66 ▲ 50 ▲ 37 7 16 5 3

化学 ▲ 14 44 ▲ 55 ▲ 50 29 ▲ 10 ▲ 75 0 22 43 70 27 9

【中小企業庁】 ▲ 1.3 1.4 ▲ 8.5 ▲ 18.1 ▲ 31.0 ▲ 53.0 ▲ 52.2 ▲ 41.1 ▲ 25.3 ▲ 4.1 ▲ 4.0 0.0 0.0
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（％・ポイント） 経常利益ＤＩ②【化学】

全体 製造業 化学 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

2.化学

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲９となり、不足感は

ほぼ横ばいとなった。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲4.3となり、不足感は前期（▲5.5）よりやや和ら

いだ。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の不足感は横ばいの見込み（▲９）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲27となり、前期（▲20）に比

べ不足感が強まった。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲7.2となり、前期（▲2.8）に比べ不足感が強

まった。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の不足感はやや和らぐものの（▲18）、中小企業

景況調査では一転、過剰となる見込み（12.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ ▲ 14 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 11 0 10 42 38 11 ▲ 29 ▲ 10 ▲ 9 ▲ 9

雇用人員ＤＩ 0 ▲ 33 ▲ 46 ▲ 33 ▲ 14 0 42 25 0 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 27 ▲ 18

【中小企業庁】生産設備ＤＩ ▲ 13.5 ▲ 7.1 ▲ 4.3 ▲ 9.9 0.0 ▲ 1.4 8.8 0.0 ▲ 4.3 ▲ 4.1 ▲ 5.5 ▲ 4.3

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 21.9 ▲ 12.7 ▲ 16.6 ▲ 11.2 ▲ 7.0 2.9 8.7 7.3 1.4 0.0 ▲ 2.8 ▲ 7.2 12.9
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（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）②【化学】



現状分析：一進一退で伸び悩み

3.食料品

・「食料品工業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年４－６月期は低下し、100の基準を下回ったが
（95.0）、７－９月期は再び上回り（103.5）、一進一退で推移している。
・月次で最近の動きをみると、10月は100の基準を上回ったものの（104.6）、11月は再び下回り（97.6）、
一進一退で伸び悩んでいる。
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鉱工業総合 97.1 98.2 107.7 107.0 105.7 106.2 107.4 113.3 108.0 97.3 108.8 108.5

食料品 89.8 98.0 97.8 103.8 95.0 103.5 94.3 97.7 118.4 94.3 104.6 97.6
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業種別の鉱工業生産指数の推移【食料品】（季調済指数、2015年＝100）



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

3.食料品

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「食料品」（ｎ=９）は▲33となり、

前期（７－９月期、▲60）に比べ大幅上昇したものの、依然水準はマイナス。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「食料品」（ｎ=943）は▲34.5となり、前期（▲53.7）に比べ

上昇したものの、水準は依然低い。なお、水準はともにマイナスで県内企業とほぼ同じ。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はさらに上昇し（▲11）、中小企業景況調査でも

上昇する見込み（▲6.6）。
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1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9
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アンケート調査分析②：売上ＤＩ

3.食料品

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲45となり、前期（７－９月期、20）に比

べ大幅低下し、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲19.5となり、前期（▲32.0）に比べ上昇したものの、依然マイ

ナス水準。なお、水準はともにマイナスで県内企業のほうが低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業、中小企業景況調査ともに大幅に上昇し、プラスに

転じる見込み（順に22、4.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7

食料品 ▲ 50 ▲ 50 ▲ 6 ▲ 45 ▲ 64 ▲ 69 ▲ 85 ▲ 75 ▲ 58 23 20 ▲ 45 22
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（％・ポイント） 売上ＤＩ③【食料品】

全体 製造業 食料品 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

3.食料品

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲22となり、前期（▲10）から大幅低

下。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲32.3となり、前期（▲37.5）に比べやや上昇したものの、依

然低水準。水準はともにマイナスだが県内企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業、中小企業景況調査ともに上昇するも、依然マイ

ナスの見込み（順に▲11、▲16.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し
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19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

製造業 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 29 ▲ 56 ▲ 66 ▲ 50 ▲ 37 7 16 5 3

食料品 ▲ 36 ▲ 15 ▲ 6 ▲ 33 ▲ 55 ▲ 69 ▲ 92 ▲ 44 ▲ 58 ▲ 8 ▲ 10 ▲ 22 ▲ 11

【中小企業庁】 ▲ 26.5 ▲ 19.7 ▲ 24.7 ▲ 27.4 ▲ 35.0 ▲ 71.4 ▲ 56.6 ▲ 43.4 ▲ 45.3 ▲ 26.2 ▲ 37.5 ▲ 32.3 ▲ 16.9
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（％・ポイント） 経常利益ＤＩ③【食料品】

全体 製造業 食料品 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

3.食料品

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では持ち合いの０となり、

過剰感は前期（10）に比べ弱まった。一方、中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲10.3となり、不足感は

前期（▲4.5）に比べ強まった。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業では再び過剰感が出てくる

見込み（22）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では持ち合いの０となり、前期

（10）に比べると過剰感は弱まった。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲16.2となり、不足感はさらに強

まった。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は持ち合いで横ばい（０）、中小企業景況調査では

不足感がやや弱まる見込み（▲4.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年
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（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）③【食料品】



現状分析：依然として低水準が続く

4.金属製品

・「金属製品工業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年７－９月期は71.8となり、前期（４－６月期、
76.3）に比べ低下し、引き続き低水準で推移している。
・月次で最近の動きをみると、９月を底に（66.9）上昇しているものの、依然として低水準が続いている。
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アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

4.金属製品

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「金属製品」（ｎ=21）は▲５となり、

前期（７－９月期、５）から一転、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「金属製品」（ｎ=481）は▲13.0となり、20年７－９月期を底に

（▲66.7）、緩やかに上昇。なお、水準はともにマイナスだが県内企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は再び上昇し持ち合いになるも（０）、中小企業景況

調査では上昇するが、依然マイナス水準にとどまる見込み（▲2.2）。
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全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

製造業 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 16 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 59 ▲ 69 ▲ 49 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 1
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アンケート調査分析②：売上ＤＩ

4.金属製品

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では29となり、前期（７－９月期、40）から

大幅低下するも、依然プラス水準を維持し、堅調に推移している。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では7.7となり、プラス水準となった前期（6.5）からさらに上昇。

なお、水準は県内企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はプラス水準を維持するも、２四半期連続で低下

し（10）、中小企業景況調査でもやや低下の見込み（6.6）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7

金属製品 16 ▲ 16 ▲ 11 ▲ 35 ▲ 38 ▲ 77 ▲ 71 ▲ 71 ▲ 65 27 40 29 10

【中小企業庁】 ▲ 9.7 ▲ 16.6 ▲ 16.4 ▲ 29.5 ▲ 39.7 ▲ 66.4 ▲ 71.2 ▲ 65.7 ▲ 43.1 ▲ 2.3 6.5 7.7 6.6
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（％・ポイント） 売上ＤＩ④【金属製品】

全体 製造業 金属製品 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

4.金属製品

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では33となり、前期（７－９月期、50）から

大幅低下するも、依然プラス水準を維持している。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲9.9となり、マイナス幅がやや拡大。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はプラス水準にあるものの、前期に続き低下し
（10）、中小企業景況調査でも低下し、マイナス幅がやや拡大する見込み（▲10.2）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し
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全体 製造業 金属製品 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

4.金属製品

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では10となり、再び過剰

となった。一方、中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲8.9となり、引き続き不足感がみられる。来期（22

年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の過剰感は横ばいの見込み（10）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲24となり、不足感がさらに

強まった。中小企業庁の「中小企業景況調査」でも▲24.0となり、不足感が強まった。来期（22年１－３月期）

の見通しをみると、県内企業の不足感はやや弱まり（▲19）、中小企業景況調査では一転、過剰感がみられ

る見込み（2.2）。
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1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3
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現状分析：「生産用機械」は高水準で推移

5.一般機械

・一般機械関連の「生産用機械工業」の生産指数を四半期ごとにみると、20年７－９月期を底に

して（115.8）、大幅に上昇し、高水準が続いている（21年７－９月期：170.0）。月次で最近の動

きをみると、11月は173.2と前月（214.4）に比べ低下したものの水準は高い。

・「汎用・業務用機械工業」の生産指数を四半期ごとにみると、20年10－12月期以降（119.8）、

100の基準を上回っているものの、横ばいで推移している。月次で最近の動きをみると、９月を

底にして（106.1）、上昇している（11月：118.4）。
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アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

5.一般機械

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「一般機械」（ｎ=９）は33となり、

前期（７－９月期、15）に続き大幅に上昇した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「機械器具」（ｎ=559）は▲15.8となり、20年４－６月期

（▲69.6）、翌７－９月期（▲70.5）を底に、緩やかに上昇している。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は一転、悪化し、再びマイナスとなる見込み

（▲11）。一方、中小企業景況調査では引き続き緩やかに上昇する見込み（▲2.4）。
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アンケート調査分析②：売上ＤＩ

5.一般機械

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では22となり、前期（７－９月期、15）に続き

上昇した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では9.5となり、これも前期（6.4）に続き上昇した。なお、水準は県内

企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は一転、低下し、再びマイナスとなり（▲22）、中小

企業景況調査でもプラス水準は維持するも、大幅に低下する見込み（0.9）。
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アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

5.一般機械

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では11となり、前期（７－９月期、▲15）か

ら大幅に上昇し、一転プラスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲7.6となり、マイナス水準ながら上昇した。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は引き続き大幅に上昇するも（22）、中小企業景

況調査では低下し、マイナス幅が拡大する見込み（▲11.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8
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一般機械 0 8 0 ▲ 8 13 ▲ 33 ▲ 38 ▲ 40 ▲ 27 ▲ 18 ▲ 15 11 22

【中小企業庁】 ▲ 12.6 ▲ 19.1 ▲ 23.0 ▲ 33.0 ▲ 42.7 ▲ 62.6 ▲ 66.0 ▲ 60.4 ▲ 45.3 ▲ 21.7 ▲ 11.7 ▲ 7.6 ▲ 11.9

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

60

（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑤【一般機械】

全体 製造業 一般機械 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

5.一般機械

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では前期に続き持ち合

い（０）となっている。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲6.8となり、不足感がやや強まった。来期（22

年１－３月期）の見通しをみると、県内企業では過剰感がでてくる見込み（11）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲22となり、不足感が強

まった。中小企業庁の「中小企業景況調査」でも▲24.0となり、不足感が強まった。来期（22年１－３月期）の

見通しをみると、県内企業では不足感は横ばいの見込みだが（▲22）、中小企業景況調査では不足感は弱

まる見込み（▲0.4）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ 0 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 13 0 0 10 ▲ 7 9 0 0 11

雇用人員ＤＩ ▲ 20 ▲ 25 ▲ 17 0 ▲ 13 11 ▲ 8 0 ▲ 20 ▲ 9 ▲ 8 ▲ 22 ▲ 22

【中小企業庁】生産設備ＤＩ ▲ 8.6 ▲ 6.4 ▲ 5.4 ▲ 2.2 ▲ 0.5 10.7 10.3 8.5 ▲ 0.2 ▲ 3.0 ▲ 5.9 ▲ 6.8

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 28.5 ▲ 20.0 ▲ 17.8 ▲ 16.3 ▲ 12.5 10.8 9.7 5.5 ▲ 7.9 ▲ 12.2 ▲ 19.6 ▲ 24.0 ▲ 0.4

▲ 30
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（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑤【一般機械】



現状分析：「電子部品・デバイス工業」は低下傾向がみられ、低水準が続く

6.電気機械

・電気機械 関連の「電子部品・デバイス工業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年７－９月

期は63.0となり、低水準で伸び悩んでいる。月次で最近の動きをみると、低下傾向がみられ、

低水準が続いている。

・「電気・情報通信機械工業」の生産指数を四半期ごとにみると、21年１－３月期（99.1）をピーク

に低下傾向がみられる。しかし、月次で最近の動きをみると、11月は100.3となり、３月（102.0）

以来、８か月ぶりに100の基準を上回った。
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アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

6.電気機械

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「電気機械」（ｎ=９）は▲11で、

前期（７－９月期、27）から大幅低下し、一転、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「電気・情報通信機械器具・電子部品」（ｎ=184）は▲20.3

となり、20年７－９月期を底に（▲68.6）、緩やかに上昇している。なお、水準はともにマイナスだが、

県内企業のほうが高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は横ばい（▲11）、中小企業景況調査ではマイナ

水準だが上昇する見込み（▲5.2）。

29

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ⑥【電気機械】

全体 製造業 電気機械 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

6.電気機械

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では11となり、前期（７－９月期、18）に

比べやや低下したものの、プラス水準を維持した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲3.8となり、前期（3.8）から一転、マイナスとなった。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業では大幅に低下し、一転、マイナスとなる見込み

（▲22）。一方、中小企業景況調査ではマイナス水準だがやや上昇し、マイナス幅が縮小する見込み

（▲1.6）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7

電気機械 ▲ 45 ▲ 27 ▲ 15 ▲ 36 ▲ 50 ▲ 36 ▲ 70 ▲ 55 ▲ 8 ▲ 10 18 11 ▲ 22

【中小企業庁】 ▲ 18.1 ▲ 26.4 ▲ 26.5 ▲ 28.6 ▲ 38.9 ▲ 62.2 ▲ 65.0 ▲ 49.8 ▲ 38.3 ▲ 16.1 3.8 ▲ 3.8 ▲ 1.6
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（％・ポイント） 売上ＤＩ⑥【電気機械】

全体 製造業 電気機械 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

6.電気機械

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では持ち合いの０となり、前期（７－９月期、

27）から大幅に低下した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲14.8となり、前期（▲8.8）から低下した。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に低下し、マイナスとなる見込み（▲11）。

一方、中小企業景況調査ではマイナス水準だが、やや上昇する見込み（▲13.3）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年
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【中小企業庁】 ▲ 25.4 ▲ 26.9 ▲ 25.5 ▲ 24.6 ▲ 38.7 ▲ 59.6 ▲ 60.6 ▲ 49.0 ▲ 35.8 ▲ 21.1 ▲ 8.8 ▲ 14.8 ▲ 13.3
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（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑥【電気機械】

全体 製造業 電気機械 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

6.電気機械

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では11となり、引き続き

過剰感が強いが、前期（７－９月期、18）に比べるとやや弱まった。一方、中小企業庁の「中小企業景況調

査」では▲1.7となり、引き続き弱い不足感がみられる。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業
は持ち合いの０となり、過剰感はなくなる見込み。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲44となり、引き続き不足

感が強い。中小企業庁の「中小企業景況調査」でも▲19.9となり、不足感が強まった。来期（22年１－３月

期）の見通しをみると、県内企業の不足感はやや緩和するも、依然強いが（▲33）、中小企業景況調査では

不足感はかなり弱まる見込み（▲0.6）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年
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（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑥【電気機械】



現状分析①：「非居住用建築物着工床面積」は３か月連続で大幅増加

7.建設

・県内の「民間非居住用建築物着工床面積」（21年11月）は54,024㎡、前年同月比＋23.0％で、

３か月連続の大幅増加となっている。

・用途別にみると、「サービス業用」は２か月連続で大幅減少したものの（9,078㎡、同▲29.4％）、

「鉱工業用」（30,273㎡、同＋104.5％）と「商業用」（8,370㎡、同＋135.2％）がともに４か月連続

の大幅増加となっているため、この３業用計では３か月連続で大幅増加（47,721㎡、同＋52.9％）。
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（出所） 国土交通省 「建築着工統計調査」



現状分析②：「新設住宅着工戸数」は２か月ぶりに大幅減少

7.建設

・県内の「新設住宅着工戸数」（21年11月）は823戸、前年同月比▲35.2％となり、２か月ぶりに大

幅減少した。

・利用関係別では、「持家」は407戸、同▲4.7％で５か月ぶりに減少し、「貸家」は173戸、同

▲34.7％で４か月連続かつ大幅減少している。「分譲住宅」も86戸、同▲77.3％で７か月ぶりに

大幅減少し、うち「一戸建て」は86戸で２か月連続かつ大幅減少（前年差▲34戸）、「分譲マン

ション」は０戸で６か月ぶりに申請がなかった。「給与住宅」は157戸。

34

2019年

10-12月

期

2020年

1-3月期
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期

2021年

1-3月期
4-6月期 7-9月期

2021年
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7月 8月 9月 10月 11月

総戸数 ▲ 12.6 19.6 ▲ 12.7 ▲ 9.2 11.1 2.9 29.8 21.4 66.6 49.2 25.6 ▲ 3.4 6.1 ▲ 35.2

持家 ▲ 11.4 3.2 ▲ 17.9 ▲ 6.0 3.8 7.0 9.8 15.4 ▲ 1.1 6.5 21.9 18.4 18.4 ▲ 4.7

貸家 6.2 10.0 2.7 16.0 ▲ 20.8 ▲ 1.0 2.6 ▲ 23.2 ▲ 19.5 25.3 ▲ 4.3 ▲ 54.6 ▲ 8.9 ▲ 34.7

分譲住宅 ▲ 35.6 81.3 ▲ 8.7 ▲ 48.6 50.4 ▲ 1.9 113.0 163.4 329.9 280.5 112.5 107.6 1.3 ▲ 77.3
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（％） 新設住宅着工戸数の伸び率の推移（利用関係別）（前年同期（月）比）

（出所） 国土交通省 「建築着工統計調査」



現状分析③：公共工事の「請負金額」は７か月連続かつ大幅に増加

7.建設

・西日本建設業保証㈱の保証による県内の公共工事の保証件数（21年11月）は206件、前年同

月比＋5.1％で、２か月連続で増加している。請負金額は約93億円、同＋48.8％で、７か月連

続かつ大幅に増加。

35

2019年

10-12

月期

2020年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2021年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

2021年

6月
7月 8月 9月 10月 11月

国 8.2 23.3 1.3 0.9 ▲ 0.3 ▲ 4.5 0.1 9.2 ▲ 2.4 13.9 5.9 6.1 ▲ 6.3 ▲ 1.2
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その他 ▲ 2.3 5.3 ▲ 2.6 1.7 ▲ 0.4 0.1 1.3 1.9 0.1 12.3 ▲ 2.2 ▲ 7.3 8.4 2.5

合計 92.4 99.9 16.5 12.5 ▲ 40.0 ▲ 28.4 10.4 37.0 132.6 78.1 19.7 1.7 12.1 48.8
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（％） 公共工事請負額の発注者別寄与度の推移（前年同期（月）比）

（出所） 西日本建設業保証（株） 「滋賀県の公共工事動向」



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

7.建設

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「建設業」（ｎ=52）は▲15とな

り、前期（７－９月期、▲14）に比べほぼ横ばいで推移し、悪化が続いている。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「建設業」（ｎ=2,354）は▲13.7となり、前期（▲19.8）に比

べやや上昇したものの、依然マイナス水準で推移している。なお、水準はともにマイナスだが、県内

企業のほうがやや低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はさらに悪化（▲23）、中小企業景況調査でも再

び悪化の見込み（▲19.1）。
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ⑦【建設】

全体 非製造業 建設 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

7.建設

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲23となり、前期（７－９月期、▲35）

に比べ上昇したが、依然マイナス水準で推移している。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲17.5となり、これも前期（▲20.5）に比べやや上昇している

ものの、依然、マイナス水準。なお、水準はともにマイナスだが県内企業のほうが低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は再び大きく低下（▲38）、中小企業景況調査で

も低下の見込み（▲21.1）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

非製造業 6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13

建設 9 8 9 ▲ 6 ▲ 14 ▲ 44 ▲ 50 ▲ 32 ▲ 14 ▲ 22 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 38

【中小企業庁】 ▲ 4.4 ▲ 4.7 ▲ 2.7 ▲ 5.9 ▲ 13.3 ▲ 41.2 ▲ 38.1 ▲ 29.0 ▲ 24.9 ▲ 18.6 ▲ 20.5 ▲ 17.5 ▲ 21.1

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 売上ＤＩ⑦【建設】

全体 非製造業 建設 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

7.建設

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲27となり、前期（７－９月期、▲26）

に比べほぼ横ばいで推移し、マイナス水準が続いている。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲25.1となり、前期（▲27.1）に比べやや上昇したが、依然、

マイナス水準。水準はともにマイナスだが、県内企業のほうがやや低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はさらに低下（▲31）、中小企業景況調査でもや

や低下の見込み（▲26.5）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

非製造業 1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16

建設 7 0 ▲ 2 ▲ 13 ▲ 4 ▲ 47 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 28 ▲ 22 ▲ 26 ▲ 27 ▲ 31

【中小企業庁】 ▲ 11.9 ▲ 9.4 ▲ 9.0 ▲ 11.2 ▲ 15.2 ▲ 37.2 ▲ 32.9 ▲ 28.1 ▲ 22.7 ▲ 21.7 ▲ 27.1 ▲ 25.1 ▲ 26.5

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑦【建設】

全体 非製造業 建設 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

7.建設

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲４となり、やや不
足となった。。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業の不足感は横ばい（▲４）。
・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲59となり、不足感は一層、
強まっている。中小企業庁の「中小企業景況調査」でも▲35.0となり、不足感は強い。来期（22年１－３月期）
の見通しをみると、県内企業の不足感は横ばい（▲59）、一方、中小企業景況調査では不足感は大きく弱ま
る見込み（▲3.7）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ 0 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 7 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 2 0 2 ▲ 4 ▲ 4

雇用人員ＤＩ ▲ 50 ▲ 65 ▲ 70 ▲ 68 ▲ 71 ▲ 38 ▲ 40 ▲ 45 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 50 ▲ 59 ▲ 59

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 39.0 ▲ 38.0 ▲ 42.3 ▲ 41.5 ▲ 37.6 ▲ 24.3 ▲ 28.8 ▲ 33.3 ▲ 31.2 ▲ 29.2 ▲ 33.4 ▲ 35.0 ▲ 3.7

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑦【建設】



現状分析①：６業態計では２か月連続で増加

8.小売

・「小売業６業態計売上高」（21年10月）は43,952百万円、前年同月比＋1.6％となり、２か月連

続で前年を上回り、一昨年との比較でも３か月ぶりにプラスとなった（＋6.2％）。

・「百貨店・スーパー販売額（全店ベース＝店舗調整前、対象102店舗）」（11月）は、20,959百万

円、同＋0.6％となり、２か月連続で増加。
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2019年

10-12

月期

2020年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2021年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

2021年

5月
6月 7月 8月 9月 10月

小売業６業態計 ▲ 1.7 3.2 4.0 1.8 4.0 0.1 ▲ 1.5 ▲ 3.0 ▲ 0.1 ▲ 4.3 ▲ 0.6 ▲ 8.5 0.7 1.6

百貨店・スーパー(全店) ▲ 1.7 3.4 3.5 5.3 2.2 ▲ 0.7 ▲ 0.8 ▲ 4.0 0.2 ▲ 2.1 ▲ 4.1 ▲ 8.2 1.0 0.6

大型専門店計 ▲ 4.1 6.5 15.2 2.8 14.0 3.8 ▲ 5.9 ▲ 4.2 ▲ 3.4 ▲ 10.4 ▲ 0.1 ▲ 12.4 0.9 4.0

コンビニエンスストア 1.3 ▲ 2.0 ▲ 10.1 ▲ 6.9 ▲ 5.2 ▲ 3.2 4.0 1.3 5.2 0.7 7.0 ▲ 2.7 ▲ 0.1 0.4
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（％） 百貨店・スーパー、大型専門店、コンビニエンスストアの小売業態別販売額（前年同期（月）比）

（注）大型専門店計は、家電大型専門店とドラッグストア、ホームセンターの合計。

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」、近畿経済産業局 「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」



現状分析②：「ドラッグストア」と「ホームセンター」で増加

8.小売

・大型専門店では、ウエイトの高い「ドラッグストア」（全店ベース＝店舗調整前、21年10月、225

店舗）は7,119百万円、同＋8.3％で、２か月連続で増加し、「ホームセンター」（同64店舗）も

3,370百万円、同＋3.6％で、８か月ぶりに増加したが、「家電大型専門店」（同41店舗）は3,142

百万円、同▲4.1％となり５か月連続で減少している。

・「コンビニエンスストア」（同555店舗）は9,362百万円、同＋0.4％となり、３か月ぶりに増加した。
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2019年

10-12

月期

2020年
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期
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期

7-9月

期

10-12

月期

2021年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

2021年

5月
6月 7月 8月 9月 10月

大型専門店計 ▲ 4.1 6.5 15.2 2.8 14.0 3.8 ▲ 5.9 ▲ 4.2 ▲ 3.4 ▲ 10.4 ▲ 0.1 ▲ 12.4 0.9 4.0

家電大型専門店販売額 ▲ 13.4 ▲ 2.2 15.9 ▲ 4.0 24.4 13.4 ▲ 8.1 ▲ 12.1 2.3 ▲ 23.7 ▲ 2.2 ▲ 24.9 ▲ 8.1 ▲ 4.1

ドラッグストア販売額 3.9 12.6 13.1 4.3 8.9 ▲ 0.6 ▲ 1.6 3.2 ▲ 0.6 1.2 3.3 ▲ 0.2 6.8 8.3

ホームセンター販売額 ▲ 7.7 4.8 18.3 8.9 13.4 2.4 ▲ 11.4 ▲ 8.9 ▲ 13.0 ▲ 14.6 ▲ 3.9 ▲ 20.4 ▲ 1.0 3.6
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（％） 大型専門店の業態別販売額の推移（前年同期（月）比）

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」



現状分析③：季節要素を排除すると、伸び悩みが続く

8.小売

・季節要素を除去した12か月移動平均値をみると、21年１月をピークに（同＋3.5％）低下傾向に

あり、直近３か月は連続してマイナスとなり、伸び悩みが続いている（10月：同▲0.4％）。
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20年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 21年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

原数値 ▲ 0.0 6.7 3.2 2.9 2.9 6.0 4.8 7.6 ▲ 6.8 4.5 3.0 4.4 3.8 ▲ 1.9▲ 1.6▲ 0.0▲ 0.1▲ 4.3▲ 0.6▲ 8.5 0.7 1.6

季節調整済値 0.9 1.5 1.6 1.8 1.8 2.1 2.9 3.2 1.8 2.4 2.6 3.2 3.5 2.9 2.5 2.2 2.0 1.1 0.6 ▲ 0.8▲ 0.2▲ 0.4

-10
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-6

-4

-2

0
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4
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10

（前年同月比・％） 小売業６業態計売上高の推移

（注）小売業６業態計は、百貨店・スーパー、家電大型専門店、ドラッグストア、ホームセンター、コンビニエンスストアの合計。

季節調整済値は、元データの12か月移動平均値。

20/4～5、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（1）

21/1～2、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（2）

21/4～6、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（3）

21/7～9、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（4）

（出所） 経済産業省 「商業動態統計月報」、近畿経済産業局 「百貨店・スーパー販売状況（近畿地域）」



現状分析④：「地域別消費総合指数」は伸び悩んでいる

8.小売

・消費支出の総合的な動向を把握するための指数である「地域別消費総合指数」をみると、原数値は

21年４月（前年同月比＋12.1％）をピークに低下し、直近２か月はマイナスとなり、伸び悩んでいる。

季節調整値 は引き続き一進一退で推移している。
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2020

年1
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2021

年1
2 3 4 5 6 7 8 9

【原数値（前年同月比）】 ▲ 1.6 ▲ 2.9 ▲ 9.7 ▲ 19.8 ▲ 17.2 ▲ 9.6 ▲ 12.6 ▲ 8.0 ▲ 12.3 ▲ 4.6 ▲ 5.8 ▲ 5.3 ▲ 10.5 ▲ 6.7 1.1 12.1 5.4 ▲ 0.3 0.6 ▲ 3.8 ▲ 2.0

【季節調整値（前月比）】 3.5 ▲ 5.1 ▲ 4.3 ▲ 10.5 2.7 7.4 ▲ 1.7 3.1 0.3 1.5 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 2.7 1.6 0.5 ▲ 0.5 ▲ 2.9 2.2 ▲ 0.5 ▲ 2.3 1.2
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地域別消費総合指数の推移【滋賀県】

【原数値（前年同月比）】 【季節調整値（前月比）】

（％）

（出所）内閣府「地域別支出総合指数（ＲＤＥＩ）」



現状分析⑤：「乗用車」と「軽乗用車」の登録・販売台数は３か月連続で大幅減少

8.小売

・「乗用車新車登録台数（登録ナンバー別）」（21年11月）は、「小型乗用車（５、７ナンバー車）」

が13か月連続で減少しているのに加え（985台、前年同月比▲2.4％）、「普通乗用車（３ナン

バー車）」も３か月連続で大幅減少しているため（1,515台、同▲17.4％）、２車種合計では３か

月連続で大幅減少となっている（2,500台、同▲12.1％）。

・「軽乗用車」も６か月連続で減少しているため（1,733台、同▲8.1％）、これら３車種の合計では

３か月連続で大幅減少（4,233台、同▲10.5％）。
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7月 8月 9月 10月 11月

普通乗用車 ▲ 19.8 ▲ 13.4 ▲ 42.2 ▲ 23.2 29.0 19.7 60.1 ▲ 2.6 35.5 18.5 13.7 ▲ 30.1 ▲ 32.5 ▲ 17.4

小型乗用車 ▲ 17.3 ▲ 1.5 ▲ 22.4 ▲ 13.7 0.8 ▲ 15.1 ▲ 8.6 ▲ 21.4 ▲ 12.6 ▲ 13.3 ▲ 1.7 ▲ 44.7 ▲ 35.5 ▲ 2.4

軽乗用車 ▲ 11.6 ▲ 9.9 ▲ 38.1 ▲ 17.8 14.0 7.7 38.8 ▲ 19.8 ▲ 4.6 ▲ 16.2 ▲ 7.5 ▲ 31.8 ▲ 30.4 ▲ 8.1
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（％） 乗用車の新車登録・販売台数の推移（前年同期（月）比）

（出所） （一社）日本自動車販売協会連合会 「自動車登録統計情報」、（一社） 全国軽自動車協会連合会 「軽四輪車 県別新車販売台数」



現状分析⑥：季節要素を排除すると、プラスが続くも伸び率は鈍化

8.小売

・季節要素を除去した12か月移動平均値をみると、20年９月（同▲19.3％）を底にして緩やかな

増加傾向がみられ、７か月連続でプラスとなっているが、伸び率は鈍化（11月：同＋0.2％）。

・これは、世界的な半導体不足の影響と部品供給の停滞といったサプライチェーンの問題が

残っているためとみられる。
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年
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2021

年

1月

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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（前年同月比・％） 乗用車の新車登録・販売台数（乗用車計）の推移

（注）乗用車計は、普通乗用車、小型乗用車、軽乗用車の合計。

季節調整済値は、元データの12か月移動平均値。

20/4～5、新型

コロナの緊急事

態宣言（1）

21/1～2、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（2）

21/4～6、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（3）

21/7～9、

新型コロナ

の緊急事

態宣言（4）

（出所） （一社）日本自動車販売協会連合会 「自動車登録統計情報」、（一社） 全国軽自動車協会連合会 「軽四輪車 県別新車販売台数」



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

8.小売

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「小売」（ｎ=25）は▲64となり、

前期（７－９月期、▲25）に比べ大幅に低下した。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「小売業」（ｎ=4,431）は▲46.4となり、低水準で推移してい

る。なお、水準はともにマイナスだが、県内企業のほうが低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇するも低水準（▲16）、中小企業景

況調査でも低水準のなかで上昇の見通し（▲23.8）。
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1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

非製造業 12 11 7 ▲ 5 ▲ 14 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 26 ▲ 16

小売 0 ▲ 5 ▲ 26 ▲ 50 ▲ 47 ▲ 65 ▲ 50 ▲ 48 ▲ 47 ▲ 57 ▲ 25 ▲ 64 ▲ 16

【中小企業庁】 ▲ 40.7 ▲ 34.8 ▲ 37.2 ▲ 42.0 ▲ 48.3 ▲ 72.1 ▲ 58.3 ▲ 48.3 ▲ 53.7 ▲ 51.0 ▲ 55.5 ▲ 46.4 ▲ 23.8
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ⑧【小売】

全体 非製造業 小売 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

8.小売

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲32となり、前期（７－９月期、14）か

ら大幅に低下し、一転、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲33.4となり、前期（▲43.8）に比べ上昇したが、引き続き低

水準。なお、水準はともにマイナスだが、県内企業のほうがやや高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇するも、依然マイナス水準（▲４）、

中小企業景況調査でも上昇するもマイナス水準の見込み（▲17.3）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

非製造業 6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13

小売 ▲ 6 14 ▲ 18 ▲ 25 ▲ 53 ▲ 51 ▲ 58 ▲ 48 ▲ 44 ▲ 7 14 ▲ 32 ▲ 4

【中小企業庁】 ▲ 33.6 ▲ 28.3 ▲ 33.3 ▲ 41.2 ▲ 43.3 ▲ 73.9 ▲ 63.4 ▲ 51.0 ▲ 52.6 ▲ 26.3 ▲ 43.8 ▲ 33.4 ▲ 17.3

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 売上ＤＩ⑧【小売】

全体 非製造業 小売 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

8.小売

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲60となり、前期（７－９月期、14）か

ら大幅低下し、一転して極めて低い水準となった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲39.8となり、やや上昇している。なお、水準はともにマイナ

スで、県内企業のほうが低い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇するも、依然低水準（▲28）、中小

企業景況調査ではやや上昇するも、これも依然低水準の見込み（▲29.1）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

非製造業 1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16

小売 ▲ 12 0 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 47 ▲ 37 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 9 ▲ 7 14 ▲ 60 ▲ 28

【中小企業庁】 ▲ 31.7 ▲ 30.7 ▲ 31.6 ▲ 36.4 ▲ 39.7 ▲ 67.3 ▲ 54.7 ▲ 44.6 ▲ 46.2 ▲ 36.3 ▲ 46.0 ▲ 39.8 ▲ 29.1

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑧【小売】

全体 非製造業 小売 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

8.小売

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲20となり、不足感

が強まった。来期（22年１－３期）の見通しをみると、県内企業は▲16となり、不足感がやや緩和する見込み。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲16となり、不足感が強まっ

た。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲10.0となり、これも不足感が強まった。来期（22年１－３月期）

の見通しをみると、県内企業の不足感は一層強まるが（▲20）、中小企業景況調査では不足感が弱まる見込

み（▲2.9）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ ▲ 6 ▲ 9 ▲ 18 ▲ 14 3 ▲ 12 3 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 11 ▲ 5 ▲ 20 ▲ 16

雇用人員ＤＩ ▲ 53 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 63 ▲ 33 0 0 ▲ 4 ▲ 28 ▲ 15 ▲ 5 ▲ 16 ▲ 20

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 12.7 ▲ 12.7 ▲ 11.9 ▲ 12.0 ▲ 11.2 ▲ 2.5 ▲ 6.2 ▲ 8.2 ▲ 6.8 ▲ 6.6 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 2.9

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑧【小売】



現状分析①：普通倉庫の「保管残高」は３か月連続で前年比マイナス

9.運輸・通信

・滋賀県倉庫協会に加入の会員企業における普通倉庫の営業データによると、「入庫高」は３か月連

続で大幅減少している（11月：同▲17.0％）。

・「出庫高」も２か月連続で大幅減少（11月：同▲10.8％）。

・この結果、「保管残高」は３か月連続で減少している（11月：同▲7.9％）。
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21年1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

入庫高・トン ▲ 6.9 ▲ 1.9 ▲ 6.3 ▲ 0.4 5.4 8.6 6.6 13.2 ▲ 13.3 ▲ 17.4 ▲ 17.0

出庫高・トン ▲ 4.0 ▲ 3.4 ▲ 4.1 ▲ 5.7 1.7 8.5 2.6 2.5 10.3 ▲ 15.5 ▲ 10.8

保管残高・トン ▲ 1.5 ▲ 0.8 ▲ 1.9 0.9 2.5 2.4 4.4 9.4 ▲ 3.1 ▲ 4.5 ▲ 7.9

-25

-20

-15

-10

-5

0
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10

15

20

県内普通倉庫の入庫高・出庫高・保管残高の推移（前年同月比・％）

（資料）滋賀県倉庫協会

（月）



現状分析②：「鉄道貨物」は緩やかな回復傾向だが、伸び悩み

9.運輸・通信

・近畿および中部の各地方運輸局管内のコンテナ貨物と車扱（しゃあつかい）貨物の合計である「鉄道

貨物」は、緩やかな回復傾向がみられ、中部では7月以降プラスとなっているが、近畿では依然マイ

ナスで伸び悩んでいる。
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854,449 
912,341 

1,152,051 
1,058,335 

883,627 
1,027,507 

952,943 

632,539 

936,660 

1,480,410 1,506,978 

1,790,032 
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1,237,316 
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1,531,013 

▲ 9.6 ▲ 10.1

▲ 9.6

▲ 8.3
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2021年１月 2 3 4 5 6 7 8 9

近畿および中部地方運輸局管内の鉄道貨物輸送トン数の推移

近畿【原数値】 中部【原数値】

近畿【季節調整値】（前年同月比） 中部【季節調整値】（前年同月比）

（前年同月比・％）

（注）季節調整値は元データの12か月移動平均値。 鉄道貨物はコンテナ貨物と車扱貨物の合計。

（資料）国土交通省「鉄道輸送統計調査」

（月）

（トン）



現状分析③：「鉄道旅客」は回復傾向だが、依然、大幅のマイナス

9.運輸・通信

・近畿地方運輸局管内の「鉄道旅客」は、定期、定期外ともに回復傾向がみられるものの、とくに定期

外で依然、大幅なマイナスが続いている。
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2020

年1

月

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2021

年１

月

2 3 4 5 6 7 8 9

鉄道旅客・定期【季節調整値】 1.5 1.8 0.5 ▲ 1.8 ▲ 4.2 ▲ 5.9 ▲ 7.4 ▲ 8.5 ▲ 12.7 ▲ 14.0 ▲ 15.4 ▲ 16.4 ▲ 18.0 ▲ 19.7 ▲ 19.3 ▲ 16.2 ▲ 13.1 ▲ 11.4 ▲ 10.0 ▲ 9.4 ▲ 6.7

鉄道旅客・定期外【季節調整値】 2.5 1.6 ▲ 2.5 ▲ 11.5 ▲ 18.0 ▲ 21.6 ▲ 27.4 ▲ 32.4 ▲ 35.7 ▲ 39.3 ▲ 42.6 ▲ 46.2 ▲ 51.4 ▲ 54.2 ▲ 51.6 ▲ 44.5 ▲ 38.9 ▲ 36.2 ▲ 30.7 ▲ 25.4 ▲ 22.8

鉄道貨物【季節調整値】 7.6 7.4 7.8 7.5 6.2 5.5 ▲ 1.0 ▲ 4.7 ▲ 8.8 ▲ 8.4 ▲ 9.0 ▲ 8.9 ▲ 9.6 ▲ 10.1 ▲ 9.6 ▲ 8.3 ▲ 6.0 ▲ 3.9 ▲ 1.6 ▲ 2.0 ▲ 1.7

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

近畿地方運輸局管内の鉄道旅客と鉄道貨物の推移【季節調整値】

鉄道旅客・定期【季節調整値】 鉄道旅客・定期外【季節調整値】 鉄道貨物【季節調整値】

（前年同月比・％）

（注）季節調整値は元データの12か月移動平均値。

鉄道旅客は旅客人キロ（単位：千人キロ）、鉄道貨物はコンテナ貨物と車扱貨物の合計（単位：トン）。

（資料）国土交通省「鉄道輸送統計調査」

（月）



現状分析④： 「自動車貨物」は回復傾向がみられるものの、依然、マイナス水準

9.運輸・通信

・近畿地方運輸局管内の「自動車貨物」の走行キロ数は、21年２月を底に回復傾向がみられるものの、

依然マイナス水準が続いている。
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2020

年1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2021

年1月
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

自動車貨物【季節調整値】 0.4 0.8 ▲ 0.3 ▲ 1.7 ▲ 3.2 ▲ 3.3 ▲ 4.0 ▲ 4.9 ▲ 5.4 ▲ 5.6 ▲ 5.6 ▲ 5.9 ▲ 7.1 ▲ 8.3 ▲ 6.6 ▲ 4.8 ▲ 2.9 ▲ 3.1 ▲ 3.0 ▲ 2.4 ▲ 2.0 ▲ 2.3

鉄道貨物【季節調整値】 7.6 7.4 7.8 7.5 6.2 5.5 ▲ 1.0 ▲ 4.7 ▲ 8.8 ▲ 8.4 ▲ 9.0 ▲ 8.9 ▲ 9.6 ▲ 10.1 ▲ 9.6 ▲ 8.3 ▲ 6.0 ▲ 3.9 ▲ 1.6 ▲ 2.0 ▲ 1.7

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

近畿地方運輸局管内の自動車貨物走行キロ数と鉄道貨物輸送トン数の推移

自動車貨物【季節調整値】 鉄道貨物【季節調整値】

（前年同月比・％）

（注）季節調整値は元データの12か月移動平均値。

自動車貨物（単位：キロ）は営業用と自家用の合計。鉄道貨物（単位：トン）はコンテナ貨物と車扱貨物の合計。

（資料）国土交通省「自動車燃料消費量調査」「鉄道輸送統計調査」



アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

9.運輸・通信

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「運輸・通信」（ｎ=10）は10とな

り、前期（７－９月期、８）に比べやや上昇した。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はさらに上昇し（20）、非製造業（▲16）、全体

（▲９）の水準を大きく上回る見込み。
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1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

非製造業 12 11 7 ▲ 5 ▲ 14 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 26 ▲ 16

運輸・通信 8 0 9 ▲ 20 ▲ 27 ▲ 44 ▲ 67 ▲ 33 ▲ 38 ▲ 50 8 10 20

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ⑨【運輸・通信】

全体 非製造業 運輸・通信



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

9.運輸・通信

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲10となり、前期（７－９月期、０）に比

べ低下し、マイナス水準となった。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇し、プラス水準となり（40）、非製造

業（▲13）、全体（▲４）の水準を大きく上回る見込み。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

非製造業 6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13

運輸・通信 31 ▲ 13 36 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 13 ▲ 54 ▲ 22 ▲ 31 ▲ 13 0 ▲ 10 40

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

60

（％・ポイント） 売上ＤＩ⑨【運輸・通信】

全体 非製造業 運輸・通信



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

9.運輸・通信

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲20となり、前期（７－９月期、０）

に比べ大幅に低下し、マイナス水準となった。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇し、プラス水準となり（20）、非製造

業（▲16）、全体（▲８）の水準を大きく上回る見通し。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

非製造業 1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16

運輸・通信 8 ▲ 13 ▲ 18 ▲ 30 ▲ 50 ▲ 44 ▲ 62 0 ▲ 23 0 0 ▲ 20 20

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑨【運輸・通信】

全体 非製造業 運輸・通信



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

9.運輸・通信

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では前期に続き持

ち合い（０）となっている。来期（22年１－３月期）の見通しも引き続き持ち合い（０）。

・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では10となり、過剰感がで

てきた。来期（22年１－３月期）の見通しをみると、横ばいで、過剰感が続く見込み（10）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ ▲ 8 ▲ 13 0 0 ▲ 9 7 0 0 7 13 0 0 0

雇用人員ＤＩ ▲ 54 ▲ 50 ▲ 55 ▲ 50 ▲ 9 ▲ 25 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 14 0 0 10 10

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑨【運輸・通信】



現状分析①：「緊急事態宣言」などの全面解除により、徐々に回復するも、

一部で依然マイナスが続く

10.サービス

・昨年８月下旬に全国各地に出されていた「緊急事態宣言」などが９月末に全面解除されたため、

観光地の入込客数は徐々に回復してきたが、「大津地域」「南部地域」は依然、マイナスが続

いている。
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2019年

10-12

月期

2020年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2021年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

2021年

6月
7月 8月 9月 10月 11月

①大津地域小計（6か所） ▲ 5.1 ▲ 9.7 ▲ 61.7 ▲ 14.9 ▲ 6.0 ▲ 14.0 51.6 ▲ 19.8 ▲ 1.8 33.5 ▲ 41.7 ▲ 23.5 ▲ 14.4 ▲ 11.4

②南部地域小計（4か所） ▲ 2.3 ▲ 20.0 ▲ 45.4 ▲ 30.4 1.0 7.0 27.4 ▲ 7.4 5.1 15.6 ▲ 6.0 ▲ 32.7 ▲ 8.3 ▲ 8.8

③甲賀地域小計（3か所） 23.9 5.0 ▲ 75.5 ▲ 12.8 ▲ 31.8 ▲ 19.2 93.1 ▲ 8.8 ▲ 11.2 68.7 ▲ 8.0 ▲ 45.4 0.1 27.1

④東近江地域小計（8か所） 1.0 ▲ 5.5 ▲ 60.9 ▲ 10.5 ▲ 8.0 ▲ 7.6 73.7 ▲ 3.8 ▲ 3.1 6.9 ▲ 10.5 ▲ 4.5 12.2 3.3
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（％） 県内主要観光地の入込客数の推移（前年同期（月）比）①



現状分析②：「シネコン」も大幅減少となり伸び悩み

10.サービス

・「湖北地域」「湖西地域」ではプラスもみられるが、「湖東地域」ではマイナスが続き、全体に依

然、厳しい状況が続いているとみられる。

・「主要３シネコン」も９月以降、大幅の減少となり伸び悩んでいる。
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2019年

10-12

月期

2020年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

10-12

月期

2021年

1-3月

期

4-6月

期

7-9月

期

2021年

6月
7月 8月 9月 10月 11月

⑤湖東地域小計（3か所） 1.9 ▲ 21.0 ▲ 79.6 ▲ 37.1 ▲ 21.4 ▲ 10.6 101.7 ▲ 6.0 12.3 21.0 ▲ 2.4 ▲ 27.2 ▲ 8.1 ▲ 12.1

⑥湖北地域小計（5か所） ▲ 6.6 ▲ 19.5 ▲ 67.2 ▲ 26.7 ▲ 18.1 ▲ 38.1 50.9 ▲ 23.7 0.1 12.6 ▲ 24.9 ▲ 47.6 ▲ 13.1 9.2

⑦湖西地域小計（4か所） 3.4 7.2 ▲ 50.9 ▲ 2.9 ▲ 1.0 ▲ 9.6 52.2 ▲ 17.2 ▲ 8.3 10.5 ▲ 26.2 ▲ 27.9 1.2 ▲ 11.0

主要3シネマコンプレックス 2.5 ▲ 44.5 ▲ 87.9 ▲ 55.4 64.4 15.0 583.0 21.2 181.8 66.7 26.3 ▲ 19.2 ▲ 61.0 ▲ 66.9
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アンケート調査分析①：自社の業況判断ＤＩ

10.サービス

・今期（21年10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」の中の「サービス」（ｎ=25）は▲32と

なり、前期（７－９月期、▲30）に比べやや低下し、依然低水準が続いている。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」の中の「サービス」（ｎ=5,881）は▲36.4となり、前期（▲49.4）に比
べ上昇しているが、依然低水準。なお、水準はともにマイナスだか、県内企業のほうがやや高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業、中小企業景況調査ともに上昇するも、県内企業

の上昇幅のほうが小さい（順に▲24、▲12.2）。
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1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9

非製造業 12 11 7 ▲ 5 ▲ 14 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 26 ▲ 16

サービス 0 0 6 0 ▲ 28 ▲ 78 ▲ 61 ▲ 31 ▲ 47 ▲ 26 ▲ 30 ▲ 32 ▲ 24

【中小企業庁】 ▲ 23.1 ▲ 16.0 ▲ 19.3 ▲ 22.7 ▲ 32.7 ▲ 74.4 ▲ 59.4 ▲ 46.1 ▲ 55.7 ▲ 47.7 ▲ 49.4 ▲ 36.4 ▲ 12.2
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▲ 80
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（％・ポイント） 自社の業況判断ＤＩ⑩【サービス】

全体 非製造業 サービス 【中小企業庁】



アンケート調査分析②：売上ＤＩ

10.サービス

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲23となり、前期（７－９月期、３）から

大幅に低下し、一転、マイナスとなった。

・中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲23.9となり、前期（▲35.9）に比べ上昇したものの、引き

続きマイナス水準。なお、水準はともにマイナスでほぼ同じ。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業はやや上昇（▲19）、中小企業景況調査では大幅

に上昇するも（▲4.1）、ともに依然マイナス水準の見込み。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4

非製造業 6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13

サービス 7 4 3 3 ▲ 25 ▲ 77 ▲ 58 ▲ 42 ▲ 38 13 3 ▲ 23 ▲ 19

【中小企業庁】 ▲ 17.4 ▲ 11.3 ▲ 15.9 ▲ 20.9 ▲ 29.7 ▲ 77.5 ▲ 67.0 ▲ 54.3 ▲ 59.0 ▲ 15.8 ▲ 35.9 ▲ 23.9 ▲ 4.1

▲ 100

▲ 80
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▲ 20
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（％・ポイント） 売上ＤＩ⑩【サービス】

全体 非製造業 サービス 【中小企業庁】



アンケート調査分析③：経常利益ＤＩ

10.サービス

・今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲23となり、前期（７－９月期、９）に比

べ大幅に低下し、一転、マイナス水準となった。

・一方、中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲31.5となり、前期（７－９月期、▲38.6）に比べやや

上昇したものの、引き続きマイナス水準。なお、水準はともにマイナスだが、県内企業のほうがやや

高い。

・来期（22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業は大幅に上昇し（▲８）、中小企業景況調査でも

上昇するも（▲19.3）、ともに依然マイナス水準の見込み。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8

非製造業 1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16

サービス ▲ 3 7 6 ▲ 13 ▲ 15 ▲ 75 ▲ 58 ▲ 38 ▲ 31 4 9 ▲ 23 ▲ 8

【中小企業庁】 ▲ 22.5 ▲ 17.8 ▲ 19.9 ▲ 23.8 ▲ 31.7 ▲ 70.7 ▲ 59.0 ▲ 47.3 ▲ 51.8 ▲ 29.0 ▲ 38.6 ▲ 31.5 ▲ 19.3

▲ 100

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20
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（％・ポイント） 経常利益ＤＩ⑩【サービス】

全体 非製造業 サービス 【中小企業庁】



アンケート調査分析④：設備・雇用関連ＤＩ

10.サービス

・「生産・営業用設備ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲４となり、
前期（７－９月期、▲３）に続き、不足感となっている。来期 （22年１－３月期）の見通しをみると、県
内企業では不足感は横ばい（▲４）。
・「雇用人員ＤＩ」の今期（10－12月期）をみると、弊社の「県内企業動向調査」では▲12なり、不足感は
やや弱まった。中小企業庁の「中小企業景況調査」では▲18.3となり、不足感がさらに強まっている。
来期 （22年１－３月期）の見通しをみると、県内企業では不足感は横ばい（▲12）、中小企業景況調
査では不足感が弱まる見込み（▲2.5）。
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現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在
見通

し

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

19年 20年 21年 22年

生産・営業用設備ＤＩ ▲ 20 ▲ 14 ▲ 10 ▲ 10 4 14 ▲ 6 9 15 5 ▲ 3 ▲ 4 ▲ 4

雇用人員ＤＩ ▲ 42 ▲ 41 ▲ 35 ▲ 50 ▲ 27 0 0 ▲ 12 3 ▲ 4 ▲ 16 ▲ 12 ▲ 12

【中小企業庁】従業員数ＤＩ ▲ 24.6 ▲ 25.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 20.7 ▲ 1.1 ▲ 8.4 ▲ 14.3 ▲ 9.2 ▲ 9.8 ▲ 12.3 ▲ 18.3 ▲ 2.5

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20
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40

（％・ポイント） 設備・雇用関連ＤＩ（過剰－不足）⑩【サービス】



①業況判断ＤＩ（良い－悪い）

【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期） 64

①業況判断ＤＩ（良い－悪い）

ＤＩ
22年 回答数（n）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10－12月期
現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9 298 全体

製造業 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 16 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 59 ▲ 69 ▲ 49 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 1 134 製造業
非製造業 12 11 7 ▲ 5 ▲ 14 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 26 ▲ 16 164 非製造業

1 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 55 ▲ 54 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 24 ▲ 12 ▲ 16 ▲ 9 298 全体
▲ 11 ▲ 13 ▲ 16 ▲ 24 ▲ 28 ▲ 59 ▲ 69 ▲ 49 ▲ 51 ▲ 23 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 1 134 製造業

繊維 ▲ 46 ▲ 37 ▲ 31 ▲ 57 ▲ 27 ▲ 90 ▲ 76 ▲ 81 ▲ 85 ▲ 62 ▲ 54 ▲ 35 ▲ 35 17 繊維
木材・木製品 ▲ 63 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 13 ▲ 14 ▲ 100 ▲ 57 ▲ 100 ▲ 43 ▲ 33 ▲ 14 67 17 6 木材・木製品
紙・パルプ ▲ 33 50 ▲ 40 50 100 0 0 0 0 0 0 33 0 3 紙・パルプ
化学 ▲ 17 25 ▲ 36 ▲ 25 14 ▲ 40 ▲ 83 ▲ 50 ▲ 78 ▲ 14 ▲ 10 18 9 11 化学
石油・石炭 0 0 0 0 ▲ 100 0 ▲ 75 0 0 0 0 0 0 0 石油・石炭
窯業・土石 0 ▲ 25 20 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 71 ▲ 71 ▲ 50 ▲ 60 ▲ 40 17 0 ▲ 20 5 窯業・土石
鉄鋼 50 25 ▲ 33 0 100 0 0 0 ▲ 50 ▲ 33 0 33 0 3 鉄鋼
非鉄金属 100 0 50 ▲ 33 ▲ 100 0 ▲ 43 0 33 100 67 100 100 1 非鉄金属
食料品 ▲ 29 ▲ 23 ▲ 11 ▲ 33 ▲ 55 ▲ 69 ▲ 92 ▲ 56 ▲ 67 ▲ 85 ▲ 60 ▲ 33 ▲ 11 9 食料品
金属製品 ▲ 5 0 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 38 ▲ 82 ▲ 92 ▲ 19 ▲ 55 ▲ 20 5 ▲ 5 0 21 金属製品
一般機械 50 0 33 8 38 ▲ 47 ▲ 15 ▲ 40 ▲ 33 ▲ 18 15 33 ▲ 11 9 一般機械
電気機械 ▲ 18 ▲ 9 ▲ 31 ▲ 25 ▲ 50 ▲ 36 ▲ 50 ▲ 45 ▲ 55 0 27 ▲ 11 ▲ 11 9 電気機械
輸送用機械 75 ▲ 67 ▲ 33 ▲ 20 ▲ 25 ▲ 100 ▲ 60 ▲ 25 ▲ 20 0 33 0 100 4 輸送用機械
精密機械 ▲ 25 ▲ 60 ▲ 43 ▲ 50 ▲ 100 ▲ 33 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 67 0 0 0 0 5 精密機械
その他の製造 ▲ 4 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 32 ▲ 52 ▲ 47 ▲ 71 ▲ 52 ▲ 38 0 ▲ 8 ▲ 16 6 31 その他の製造

12 11 7 ▲ 5 ▲ 14 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 30 ▲ 29 ▲ 25 ▲ 17 ▲ 26 ▲ 16 164 非製造業
建設 30 25 29 15 19 ▲ 33 ▲ 26 ▲ 13 ▲ 15 ▲ 6 ▲ 14 ▲ 15 ▲ 23 52 建設業
不動産 ▲ 8 27 ▲ 20 27 22 ▲ 38 ▲ 6 ▲ 7 ▲ 7 23 36 23 15 13 不動産
卸売 17 7 9 ▲ 7 ▲ 26 ▲ 54 ▲ 41 ▲ 55 ▲ 43 ▲ 44 ▲ 40 ▲ 46 ▲ 18 22 卸売
小売 0 ▲ 5 ▲ 26 ▲ 50 ▲ 47 ▲ 65 ▲ 50 ▲ 48 ▲ 47 ▲ 57 ▲ 25 ▲ 64 ▲ 16 25 小売
運輸・通信 8 0 9 ▲ 20 ▲ 27 ▲ 44 ▲ 67 ▲ 33 ▲ 38 ▲ 50 8 10 20 10 運輸・通信
電気・ガス 0 0 0 ▲ 50 ▲ 20 ▲ 50 ▲ 75 ▲ 40 20 0 ▲ 20 ▲ 40 ▲ 40 5 電気・ガス
サービス 0 0 6 0 ▲ 28 ▲ 78 ▲ 61 ▲ 31 ▲ 47 ▲ 26 ▲ 30 ▲ 32 ▲ 24 25 サービス
リース 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0 ▲ 100 ▲ 100 1 リース
その他非製造 ▲ 25 0 0 ▲ 36 ▲ 45 ▲ 36 ▲ 40 ▲ 27 ▲ 14 ▲ 25 0 ▲ 9 ▲ 9 11 その他非製造

全体
製造業

非製造業

業種
年
期

19年 20年 21年



業況判断ＤＩ（「良い」のフリーアンサー）
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業況判断ＤＩ（「良い」のフリーアンサー）

66【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期）



業況判断ＤＩ（「悪い」のフリーアンサー）
【製造業】
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業況判断ＤＩ（「悪い」のフリーアンサー）
【非製造業】①
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業況判断ＤＩ（「悪い」のフリーアンサー）
【非製造業】②

69【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期）



②売上高ＤＩ（増加－減少）

70【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期）

②売上高ＤＩ（増加－減少）

ＤＩ
22年 回答数（n）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10－12月期
現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4 299 全体
製造業 ▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7 133 製造業
非製造業 6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13 166 非製造業

▲ 1 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 10 ▲ 23 ▲ 53 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 33 1 12 ▲ 4 ▲ 4 299 全体
▲ 10 ▲ 20 ▲ 14 ▲ 21 ▲ 24 ▲ 55 ▲ 68 ▲ 63 ▲ 46 15 28 11 7 133 製造業

繊維 ▲ 32 ▲ 21 ▲ 25 ▲ 22 ▲ 20 ▲ 73 ▲ 82 ▲ 75 ▲ 65 8 23 ▲ 24 12 17 繊維
木材・木製品 0 ▲ 38 ▲ 83 ▲ 38 ▲ 14 ▲ 86 ▲ 57 ▲ 100 ▲ 71 ▲ 33 29 100 ▲ 17 6 木材・木製品
紙・パルプ ▲ 33 50 40 25 67 67 0 33 0 0 50 67 33 3 紙・パルプ
化学 14 33 ▲ 27 25 0 ▲ 30 ▲ 83 ▲ 75 ▲ 44 43 60 45 45 11 化学
石油・石炭 0 0 0 0 ▲ 100 0 ▲ 100 0 0 0 0 0 0 0 石油・石炭
窯業・土石 0 ▲ 25 0 0 ▲ 33 ▲ 57 ▲ 86 ▲ 38 ▲ 40 ▲ 20 50 0 ▲ 40 5 窯業・土石
鉄鋼 100 25 ▲ 33 ▲ 100 100 0 ▲ 100 0 ▲ 50 67 0 33 33 3 鉄鋼
非鉄金属 100 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 25 ▲ 57 ▲ 100 0 100 100 0 0 1 非鉄金属
食料品 ▲ 50 ▲ 50 ▲ 6 ▲ 45 ▲ 64 ▲ 69 ▲ 85 ▲ 75 ▲ 58 23 20 ▲ 45 22 9 食料品
金属製品 16 ▲ 16 ▲ 11 ▲ 35 ▲ 38 ▲ 77 ▲ 71 ▲ 71 ▲ 65 27 40 29 10 21 金属製品
一般機械 0 0 25 8 13 ▲ 33 ▲ 46 ▲ 70 ▲ 47 ▲ 18 15 22 ▲ 22 9 一般機械
電気機械 ▲ 45 ▲ 27 ▲ 15 ▲ 36 ▲ 50 ▲ 36 ▲ 70 ▲ 55 ▲ 8 ▲ 10 18 11 ▲ 22 9 電気機械
輸送用機械 50 ▲ 67 ▲ 33 ▲ 20 0 ▲ 100 ▲ 20 ▲ 100 ▲ 80 100 25 50 75 4 輸送用機械
精密機械 ▲ 25 ▲ 60 ▲ 57 ▲ 50 ▲ 100 ▲ 83 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 67 33 67 0 0 5 精密機械
その他の製造 ▲ 8 ▲ 20 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 16 ▲ 47 ▲ 61 ▲ 45 ▲ 25 16 13 ▲ 10 3 30 その他の製造

6 9 7 ▲ 1 ▲ 23 ▲ 52 ▲ 48 ▲ 39 ▲ 24 ▲ 9 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 13 166 非製造業
建設 9 8 9 ▲ 6 ▲ 14 ▲ 44 ▲ 50 ▲ 32 ▲ 14 ▲ 22 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 38 53 建設業
不動産 8 ▲ 13 ▲ 10 27 0 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 27 ▲ 7 31 18 15 0 13 不動産
卸売 4 27 26 24 ▲ 12 ▲ 61 ▲ 31 ▲ 59 ▲ 32 ▲ 24 ▲ 4 ▲ 5 9 22 卸売
小売 ▲ 6 14 ▲ 18 ▲ 25 ▲ 53 ▲ 51 ▲ 58 ▲ 48 ▲ 44 ▲ 7 14 ▲ 32 ▲ 4 25 小売
運輸・通信 31 ▲ 13 36 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 13 ▲ 54 ▲ 22 ▲ 31 ▲ 13 0 ▲ 10 40 10 運輸・通信
電気・ガス ▲ 100 0 0 ▲ 50 ▲ 40 ▲ 75 ▲ 75 ▲ 50 0 0 ▲ 20 0 20 5 電気・ガス
サービス 7 4 3 3 ▲ 25 ▲ 77 ▲ 58 ▲ 42 ▲ 38 13 3 ▲ 23 ▲ 19 26 サービス
リース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ▲ 100 ▲ 100 1 リース
その他非製造 0 33 20 ▲ 21 ▲ 27 ▲ 57 ▲ 40 ▲ 27 8 ▲ 8 54 0 ▲ 9 11 その他非製造

19年 20年 21年
業種

全体
製造業

非製造業

期
年



③経常利益ＤＩ（増加－減少）

71【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期）

③経常利益ＤＩ（増加－減少）

ＤＩ
22年 回答数（n）

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10－12月期
現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8 298 全体

製造業 ▲ 20 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 29 ▲ 56 ▲ 66 ▲ 50 ▲ 37 7 16 5 3 133 製造業

非製造業 1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16 165 非製造業

▲ 8 ▲ 8 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 24 ▲ 53 ▲ 56 ▲ 42 ▲ 29 ▲ 3 7 ▲ 11 ▲ 8 298 全体
▲ 20 ▲ 17 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 29 ▲ 56 ▲ 66 ▲ 50 ▲ 37 7 16 5 3 133 製造業

繊維 ▲ 32 ▲ 32 ▲ 38 ▲ 43 ▲ 27 ▲ 82 ▲ 81 ▲ 88 ▲ 75 ▲ 8 8 ▲ 19 0 16 繊維
木材・木製品 ▲ 50 ▲ 50 ▲ 83 ▲ 50 ▲ 29 ▲ 86 ▲ 57 ▲ 100 ▲ 71 ▲ 17 0 83 ▲ 17 6 木材・木製品
紙・パルプ ▲ 67 50 ▲ 20 0 67 67 50 ▲ 33 50 0 0 33 0 3 紙・パルプ
化学 ▲ 14 44 ▲ 55 ▲ 50 29 ▲ 10 ▲ 75 0 22 43 70 27 9 11 化学
石油・石炭 0 0 0 0 ▲ 100 0 ▲ 100 0 0 0 0 0 0 0 石油・石炭
窯業・土石 ▲ 50 ▲ 50 0 13 ▲ 17 ▲ 43 ▲ 71 ▲ 63 ▲ 40 ▲ 20 0 0 ▲ 40 5 窯業・土石
鉄鋼 50 0 ▲ 100 ▲ 100 100 0 0 0 ▲ 50 33 25 0 ▲ 33 3 鉄鋼
非鉄金属 50 0 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 100 0 ▲ 57 ▲ 100 67 50 33 0 0 1 非鉄金属
食料品 ▲ 36 ▲ 15 ▲ 6 ▲ 33 ▲ 55 ▲ 69 ▲ 92 ▲ 44 ▲ 58 ▲ 8 ▲ 10 ▲ 22 ▲ 11 9 食料品
金属製品 0 ▲ 16 ▲ 11 ▲ 24 ▲ 43 ▲ 73 ▲ 71 ▲ 57 ▲ 70 27 50 33 10 21 金属製品
一般機械 0 8 0 ▲ 8 13 ▲ 33 ▲ 38 ▲ 40 ▲ 27 ▲ 18 ▲ 15 11 22 9 一般機械
電気機械 ▲ 46 ▲ 9 ▲ 15 ▲ 27 ▲ 42 ▲ 43 ▲ 60 ▲ 45 ▲ 8 0 27 0 ▲ 11 9 電気機械
輸送用機械 50 ▲ 67 ▲ 67 ▲ 80 ▲ 75 ▲ 100 ▲ 40 0 0 100 33 50 100 4 輸送用機械
精密機械 ▲ 25 ▲ 60 ▲ 71 ▲ 50 ▲ 100 ▲ 83 ▲ 100 ▲ 100 ▲ 67 0 33 ▲ 40 ▲ 20 5 精密機械
その他の製造 ▲ 13 ▲ 24 ▲ 8 ▲ 32 ▲ 36 ▲ 58 ▲ 61 ▲ 39 ▲ 25 6 3 ▲ 16 7 31 その他の製造

1 ▲ 1 1 ▲ 6 ▲ 20 ▲ 51 ▲ 48 ▲ 35 ▲ 23 ▲ 10 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 16 165 非製造業
建設 7 0 ▲ 2 ▲ 13 ▲ 4 ▲ 47 ▲ 52 ▲ 42 ▲ 28 ▲ 22 ▲ 26 ▲ 27 ▲ 31 52 建設業
不動産 8 ▲ 20 ▲ 10 20 0 ▲ 31 ▲ 24 ▲ 20 ▲ 20 23 45 8 15 13 不動産
卸売 4 0 22 21 ▲ 26 ▲ 58 ▲ 34 ▲ 48 ▲ 26 ▲ 8 ▲ 20 ▲ 5 ▲ 5 22 卸売
小売 ▲ 12 0 ▲ 11 ▲ 13 ▲ 47 ▲ 37 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 9 ▲ 7 14 ▲ 60 ▲ 28 25 小売
運輸・通信 8 ▲ 13 ▲ 18 ▲ 30 ▲ 50 ▲ 44 ▲ 62 0 ▲ 23 0 0 ▲ 20 20 10 運輸・通信
電気・ガス 0 0 0 0 ▲ 20 ▲ 75 ▲ 50 ▲ 40 ▲ 40 ▲ 50 ▲ 40 ▲ 60 ▲ 40 5 電気・ガス
サービス ▲ 3 7 6 ▲ 13 ▲ 15 ▲ 75 ▲ 58 ▲ 38 ▲ 31 4 9 ▲ 23 ▲ 8 26 サービス
リース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ▲ 100 ▲ 100 1 リース
その他非製造 ▲ 25 0 22 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 36 ▲ 40 9 ▲ 7 ▲ 33 46 0 ▲ 18 11 その他非製造

年
期 業種

19年 20年 21年

全体
製造業

非製造業



④生産・営業用設備ＤＩ（過剰－不足）

72【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12月期）

④生産・営業用設備ＤＩ（過剰－不足）
生産・営業用設備ＤＩ
ＤＩ

22年 回答数（n）
1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10－12月期
現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 7 ▲ 6 ▲ 9 ▲ 6 2 5 5 5 2 2 0 ▲ 0 ▲ 1 294 全体

製造業 ▲ 7 ▲ 1 ▲ 8 ▲ 4 5 12 13 12 5 4 0 4 2 134 製造業
非製造業 ▲ 7 ▲ 11 ▲ 9 ▲ 7 ▲ 1 0 ▲ 2 ▲ 1 1 1 1 ▲ 4 ▲ 4 160 非製造業

▲ 7 ▲ 6 ▲ 9 ▲ 6 2 5 5 5 2 2 0 ▲ 0 ▲ 1 294 全体
▲ 7 ▲ 1 ▲ 8 ▲ 4 5 12 13 12 5 4 0 4 2 134 製造業

繊維 9 16 13 14 13 23 18 13 20 15 15 29 24 17 繊維
木材・木製品 0 ▲ 13 ▲ 17 ▲ 38 0 ▲ 14 ▲ 14 0 ▲ 14 0 0 ▲ 17 ▲ 33 6 木材・木製品
紙・パルプ 33 0 ▲ 20 ▲ 25 ▲ 33 0 0 ▲ 33 0 0 0 0 0 3 紙・パルプ
化学 ▲ 14 ▲ 11 ▲ 18 ▲ 11 0 10 42 38 11 ▲ 29 ▲ 10 ▲ 9 ▲ 9 11 化学
石油・石炭 0 0 0 0 100 0 25 0 0 0 0 0 0 0 石油・石炭
窯業・土石 17 25 0 ▲ 13 0 14 14 13 0 0 0 0 0 5 窯業・土石
鉄鋼 ▲ 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 鉄鋼
非鉄金属 ▲ 50 0 0 0 0 ▲ 25 0 0 0 ▲ 50 ▲ 33 0 0 1 非鉄金属
食料品 ▲ 22 ▲ 8 ▲ 22 22 0 25 25 7 25 15 10 0 22 9 食料品
金属製品 ▲ 11 0 ▲ 11 12 10 18 21 19 5 13 0 10 10 21 金属製品
一般機械 0 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 8 ▲ 13 0 0 10 ▲ 7 9 0 0 11 9 一般機械
電気機械 ▲ 18 ▲ 9 0 0 8 7 0 18 8 10 18 11 0 9 電気機械
輸送用機械 ▲ 25 0 0 ▲ 40 0 50 0 0 20 0 0 0 ▲ 50 4 輸送用機械
精密機械 25 20 0 0 0 0 33 0 ▲ 33 0 0 0 0 5 精密機械
その他の製造 ▲ 16 ▲ 4 ▲ 12 ▲ 11 8 14 7 10 ▲ 3 0 ▲ 8 0 ▲ 3 31 その他の製造

▲ 7 ▲ 11 ▲ 9 ▲ 7 ▲ 1 ▲ 0 ▲ 2 ▲ 1 1 1 1 ▲ 4 ▲ 4 160 非製造業
建設 0 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 7 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 2 0 2 ▲ 4 ▲ 4 51 建設業
不動産 ▲ 9 ▲ 15 ▲ 13 0 0 ▲ 8 0 ▲ 14 ▲ 14 0 0 8 8 13 不動産
卸売 ▲ 13 ▲ 7 0 ▲ 10 3 6 4 3 0 4 7 0 ▲ 5 21 卸売
小売 ▲ 6 ▲ 9 ▲ 18 ▲ 14 3 ▲ 12 3 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 11 ▲ 5 ▲ 20 ▲ 16 25 小売
運輸・通信 ▲ 8 ▲ 13 0 0 ▲ 9 7 0 0 7 13 0 0 0 10 運輸・通信
電気・ガス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 電気・ガス
サービス ▲ 20 ▲ 14 ▲ 10 ▲ 10 4 14 ▲ 6 9 15 5 ▲ 3 ▲ 4 ▲ 4 24 サービス
リース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 リース
その他非製造 13 ▲ 17 0 0 ▲ 11 0 ▲ 13 0 0 10 0 0 0 10 その他非製造

非製造業

年
期 業種

全体
製造業

20年19年 21年



⑤雇用人員ＤＩ（過剰－不足）

73【参考データ】「滋賀県内企業動向調査」（2021年10-12期）

⑤雇用人員ＤＩ（過剰－不足）
雇用人員ＤＩ
ＤＩ

22年 回答数（n）
1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 10－12月期
現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 37 ▲ 32 ▲ 37 ▲ 33 ▲ 25 ▲ 1 1 ▲ 8 ▲ 15 ▲ 14 ▲ 18 ▲ 25 ▲ 24 300 全体
製造業 ▲ 27 ▲ 21 ▲ 26 ▲ 17 ▲ 11 13 15 7 0 ▲ 3 ▲ 17 ▲ 19 ▲ 19 134 製造業
非製造業 ▲ 45 ▲ 42 ▲ 46 ▲ 47 ▲ 35 ▲ 11 ▲ 12 ▲ 20 ▲ 26 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 29 ▲ 28 166 非製造業

▲ 37 ▲ 32 ▲ 37 ▲ 33 ▲ 25 ▲ 1 1 ▲ 8 ▲ 15 ▲ 14 ▲ 18 ▲ 25 ▲ 24 300 全体
▲ 27 ▲ 21 ▲ 26 ▲ 17 ▲ 11 13 15 7 0 ▲ 3 ▲ 17 ▲ 19 ▲ 19 134 製造業

繊維 ▲ 5 ▲ 11 ▲ 6 ▲ 14 0 18 6 19 15 15 0 ▲ 6 ▲ 12 17 繊維
木材・木製品 ▲ 38 ▲ 38 ▲ 17 ▲ 13 ▲ 29 0 14 0 0 ▲ 17 0 ▲ 33 ▲ 50 6 木材・木製品
紙・パルプ 0 50 20 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 33 50 0 0 0 0 ▲ 33 ▲ 33 3 紙・パルプ
化学 0 ▲ 33 ▲ 46 ▲ 33 ▲ 14 0 42 25 0 ▲ 14 ▲ 20 ▲ 27 ▲ 18 11 化学
石油・石炭 0 0 0 0 0 0 ▲ 50 0 0 0 0 0 0 0 石油・石炭
窯業・土石 ▲ 33 0 0 0 0 ▲ 14 0 25 0 0 0 0 0 5 窯業・土石
鉄鋼 ▲ 100 ▲ 75 ▲ 67 0 0 ▲ 100 0 0 50 ▲ 67 ▲ 75 ▲ 67 ▲ 67 3 鉄鋼
非鉄金属 ▲ 50 0 ▲ 50 ▲ 33 ▲ 100 ▲ 50 14 0 ▲ 67 ▲ 50 ▲ 33 ▲ 100 ▲ 100 1 非鉄金属
食料品 ▲ 29 ▲ 31 ▲ 39 ▲ 11 0 31 33 0 25 38 10 0 0 9 食料品
金属製品 ▲ 42 0 ▲ 17 ▲ 12 ▲ 5 32 38 ▲ 10 5 ▲ 7 ▲ 15 ▲ 24 ▲ 19 21 金属製品
一般機械 ▲ 20 ▲ 25 ▲ 17 0 ▲ 13 11 ▲ 8 0 ▲ 20 ▲ 9 ▲ 8 ▲ 22 ▲ 22 9 一般機械
電気機械 ▲ 36 ▲ 18 ▲ 46 ▲ 18 ▲ 17 0 0 18 0 ▲ 20 ▲ 46 ▲ 44 ▲ 33 9 電気機械
輸送用機械 ▲ 50 ▲ 67 ▲ 33 ▲ 80 ▲ 25 75 ▲ 20 0 0 0 ▲ 25 ▲ 50 ▲ 25 4 輸送用機械
精密機械 ▲ 25 ▲ 20 ▲ 29 17 0 0 33 50 ▲ 33 ▲ 33 ▲ 33 20 0 5 精密機械
その他の製造 ▲ 28 ▲ 24 ▲ 31 ▲ 25 ▲ 16 17 15 3 ▲ 6 ▲ 3 ▲ 24 ▲ 13 ▲ 13 31 その他の製造

▲ 45 ▲ 42 ▲ 46 ▲ 47 ▲ 35 ▲ 11 ▲ 12 ▲ 20 ▲ 26 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 29 ▲ 28 166 非製造業
建設 ▲ 50 ▲ 65 ▲ 70 ▲ 68 ▲ 71 ▲ 38 ▲ 40 ▲ 45 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 50 ▲ 59 ▲ 59 53 建設業
不動産 ▲ 18 ▲ 20 ▲ 10 ▲ 9 22 8 ▲ 6 ▲ 13 ▲ 20 ▲ 8 0 ▲ 8 ▲ 15 13 不動産
卸売 ▲ 50 ▲ 17 ▲ 35 ▲ 28 ▲ 18 3 0 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 12 7 ▲ 18 ▲ 14 22 卸売
小売 ▲ 53 ▲ 50 ▲ 43 ▲ 63 ▲ 33 0 0 ▲ 4 ▲ 28 ▲ 15 ▲ 5 ▲ 16 ▲ 20 25 小売
運輸・通信 ▲ 54 ▲ 50 ▲ 55 ▲ 50 ▲ 9 ▲ 25 ▲ 25 ▲ 33 ▲ 14 0 0 10 10 10 運輸・通信
電気・ガス ▲ 50 ▲ 33 ▲ 33 0 ▲ 20 ▲ 25 ▲ 25 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 100 ▲ 20 ▲ 40 ▲ 40 5 電気・ガス
サービス ▲ 42 ▲ 41 ▲ 35 ▲ 50 ▲ 27 0 0 ▲ 12 3 ▲ 4 ▲ 16 ▲ 12 ▲ 12 26 サービス
リース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 リース
その他非製造 ▲ 13 0 ▲ 20 ▲ 22 ▲ 9 0 30 0 ▲ 23 ▲ 33 ▲ 25 ▲ 36 ▲ 18 11 その他非製造

全体
製造業

非製造業

業種
年
期

20年19年 21年



⑥【中小企業】業況判断ＤＩ（良い－悪い）

【参考データ】中小企業庁「中小企業景況調査」（2021年10-12月期） 74

⑥業況判断ＤＩ（良い－悪い）

【中小企業庁】

ＤＩ

22年

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 18,238 ▲ 25.0 ▲ 20.2 ▲ 23.5 ▲ 26.9 ▲ 36.3 ▲ 68.1 ▲ 57.2 ▲ 45.4 ▲ 49.1 ▲ 42.3 ▲ 44.0 ▲ 34.1 ▲ 14.8

製造業 4,455 ▲ 22.0 ▲ 19.8 ▲ 26.1 ▲ 28.3 ▲ 41.0 ▲ 71.2 ▲ 66.3 ▲ 53.5 ▲ 49.4 ▲ 37.9 ▲ 37.2 ▲ 28.2 ▲ 9.2

非製造業 13,783 ▲ 26.0 ▲ 20.3 ▲ 22.6 ▲ 26.4 ▲ 34.7 ▲ 67.1 ▲ 54.3 ▲ 43.0 ▲ 48.9 ▲ 43.8 ▲ 46.2 ▲ 35.9 ▲ 16.6

18,238 ▲ 25.0 ▲ 20.2 ▲ 23.5 ▲ 26.9 ▲ 36.3 ▲ 68.1 ▲ 57.2 ▲ 45.4 ▲ 49.1 ▲ 42.3 ▲ 44.0 ▲ 34.1 ▲ 14.8

4,455 ▲ 22.0 ▲ 19.8 ▲ 26.1 ▲ 28.3 ▲ 41.0 ▲ 71.2 ▲ 66.3 ▲ 53.5 ▲ 49.4 ▲ 37.9 ▲ 37.2 ▲ 28.2 ▲ 9.2

繊維工業 407 ▲ 28.4 ▲ 21.8 ▲ 31.3 ▲ 39.4 ▲ 46.7 ▲ 78.7 ▲ 69.9 ▲ 65.3 ▲ 65.0 ▲ 59.1 ▲ 52.8 ▲ 44.5 ▲ 14.8

化学 70 ▲ 6.7 2.8 ▲ 5.6 ▲ 16.6 ▲ 26.8 ▲ 49.9 ▲ 46.4 ▲ 45.6 ▲ 38.0 ▲ 23.3 ▲ 17.8 ▲ 10.0 7.5

食料品 943 ▲ 29.5 ▲ 16.6 ▲ 28.6 ▲ 26.2 ▲ 40.8 ▲ 75.9 ▲ 60.3 ▲ 41.3 ▲ 57.6 ▲ 45.8 ▲ 53.7 ▲ 34.5 ▲ 6.6

金属製品 481 ▲ 9.5 ▲ 20.3 ▲ 21.5 ▲ 25.3 ▲ 38.1 ▲ 62.2 ▲ 66.7 ▲ 57.7 ▲ 39.3 ▲ 23.4 ▲ 18.7 ▲ 13.0 ▲ 2.2

機械器具 559 ▲ 6.5 ▲ 17.7 ▲ 21.2 ▲ 30.2 ▲ 42.8 ▲ 69.6 ▲ 70.5 ▲ 62.0 ▲ 46.8 ▲ 34.7 ▲ 24.0 ▲ 15.8 ▲ 2.4

電気・情報通信機
械器具・電子部品

184 ▲ 22.9 ▲ 31.9 ▲ 27.1 ▲ 26.1 ▲ 41.5 ▲ 64.5 ▲ 68.6 ▲ 48.8 ▲ 35.8 ▲ 31.5 ▲ 23.1 ▲ 20.3 ▲ 5.2

13,783 ▲ 26.0 ▲ 20.3 ▲ 22.6 ▲ 26.4 ▲ 34.7 ▲ 67.1 ▲ 54.3 ▲ 43.0 ▲ 48.9 ▲ 43.8 ▲ 46.2 ▲ 35.9 ▲ 16.6

建設業 2,354 ▲ 3.8 ▲ 0.8 0.1 ▲ 1.9 ▲ 9.2 ▲ 35.8 ▲ 28.5 ▲ 20.1 ▲ 20.8 ▲ 19.3 ▲ 19.8 ▲ 13.7 ▲ 19.1

小売業 4,431 ▲ 40.7 ▲ 34.8 ▲ 37.2 ▲ 42.0 ▲ 48.3 ▲ 72.1 ▲ 58.3 ▲ 48.3 ▲ 53.7 ▲ 51.0 ▲ 55.5 ▲ 46.4 ▲ 23.8

サービス 5,881 ▲ 23.1 ▲ 16.0 ▲ 19.3 ▲ 22.7 ▲ 32.7 ▲ 74.4 ▲ 59.4 ▲ 46.1 ▲ 55.7 ▲ 47.7 ▲ 49.4 ▲ 36.4 ▲ 12.2

非製造業

年

期
直近の回
答企業数

20年19年

全体

製造業

21年



⑦【中小企業】売上高ＤＩ（増加－減少）

75【参考データ】中小企業庁「中小企業景況調査」（2021年10-12月期）

⑦売上高ＤＩ（増加－減少）

【中小企業庁】

ＤＩ

22年

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 19.7 ▲ 15.8 ▲ 19.9 ▲ 26.1 ▲ 34.0 ▲ 70.5 ▲ 62.8 ▲ 51.6 ▲ 50.0 ▲ 17.2 ▲ 28.9 ▲ 21.2 ▲ 8.9

製造業 ▲ 16.9 ▲ 14.3 ▲ 20.2 ▲ 26.9 ▲ 39.5 ▲ 72.7 ▲ 68.7 ▲ 59.9 ▲ 48.9 ▲ 10.7 ▲ 10.4 ▲ 8.9 ▲ 2.5

非製造業 ▲ 20.6 ▲ 16.3 ▲ 19.8 ▲ 25.9 ▲ 32.0 ▲ 69.8 ▲ 60.9 ▲ 48.9 ▲ 50.3 ▲ 19.4 ▲ 35.0 ▲ 25.3 ▲ 11.0

▲ 19.7 ▲ 15.8 ▲ 19.9 ▲ 26.1 ▲ 34.0 ▲ 70.5 ▲ 62.8 ▲ 51.6 ▲ 50.0 ▲ 17.2 ▲ 28.9 ▲ 21.2 ▲ 8.9

▲ 16.9 ▲ 14.3 ▲ 20.2 ▲ 26.9 ▲ 39.5 ▲ 72.7 ▲ 68.7 ▲ 59.9 ▲ 48.9 ▲ 10.7 ▲ 10.4 ▲ 8.9 ▲ 2.5

繊維工業 ▲ 18.8 ▲ 14.9 ▲ 23.2 ▲ 32.5 ▲ 42.1 ▲ 79.3 ▲ 70.8 ▲ 67.1 ▲ 63.9 ▲ 28.8 ▲ 17.1 ▲ 16.3 ▲ 9.7

化学 ▲ 2.7 11.3 ▲ 11.3 ▲ 19.4 ▲ 28.1 ▲ 63.1 ▲ 48.5 ▲ 48.5 ▲ 31.0 ▲ 1.4 ▲ 1.3 ▲ 4.3 10.0

食料品 ▲ 23.7 ▲ 12.1 ▲ 21.5 ▲ 24.8 ▲ 37.3 ▲ 77.9 ▲ 62.3 ▲ 50.3 ▲ 54.8 ▲ 8.6 ▲ 32.0 ▲ 19.5 4.9

金属製品 ▲ 9.7 ▲ 16.6 ▲ 16.4 ▲ 29.5 ▲ 39.7 ▲ 66.4 ▲ 71.2 ▲ 65.7 ▲ 43.1 ▲ 2.3 6.5 7.7 6.6

機械器具 ▲ 9.3 ▲ 21.0 ▲ 26.7 ▲ 36.7 ▲ 45.6 ▲ 67.5 ▲ 70.3 ▲ 63.8 ▲ 45.4 ▲ 11.3 6.4 9.5 0.9

電気・情報通信機
械器具・電子部品

▲ 18.1 ▲ 26.4 ▲ 26.5 ▲ 28.6 ▲ 38.9 ▲ 62.2 ▲ 65.0 ▲ 49.8 ▲ 38.3 ▲ 16.1 3.8 ▲ 3.8 ▲ 1.6

▲ 20.6 ▲ 16.3 ▲ 19.8 ▲ 25.9 ▲ 32.0 ▲ 69.8 ▲ 60.9 ▲ 48.9 ▲ 50.3 ▲ 19.4 ▲ 35.0 ▲ 25.3 ▲ 11.0

建設業 ▲ 4.4 ▲ 4.7 ▲ 2.7 ▲ 5.9 ▲ 13.3 ▲ 41.2 ▲ 38.1 ▲ 29.0 ▲ 24.9 ▲ 18.6 ▲ 20.5 ▲ 17.5 ▲ 21.1

小売業 ▲ 33.6 ▲ 28.3 ▲ 33.3 ▲ 41.2 ▲ 43.3 ▲ 73.9 ▲ 63.4 ▲ 51.0 ▲ 52.6 ▲ 26.3 ▲ 43.8 ▲ 33.4 ▲ 17.3

サービス ▲ 17.4 ▲ 11.3 ▲ 15.9 ▲ 20.9 ▲ 29.7 ▲ 77.5 ▲ 67.0 ▲ 54.3 ▲ 59.0 ▲ 15.8 ▲ 35.9 ▲ 23.9 ▲ 4.1

21年

製造業

非製造業

年 19年 20年

期

全体



⑧【中小企業】経常利益ＤＩ（増加－減少）

76【参考データ】中小企業庁「中小企業景況調査」（2021年10-12月期）

⑧経常利益ＤＩ（好転－悪化）

【中小企業庁】

ＤＩ

22年

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 23.4 ▲ 20.7 ▲ 21.9 ▲ 26.2 ▲ 32.9 ▲ 64.1 ▲ 55.4 ▲ 45.2 ▲ 43.8 ▲ 27.2 ▲ 33.7 ▲ 29.6 ▲ 21.8

製造業 ▲ 22.7 ▲ 20.0 ▲ 21.9 ▲ 26.8 ▲ 36.2 ▲ 65.9 ▲ 62.3 ▲ 51.9 ▲ 42.9 ▲ 20.9 ▲ 21.0 ▲ 20.8 ▲ 17.1

非製造業 ▲ 23.7 ▲ 21.0 ▲ 21.9 ▲ 26.1 ▲ 31.8 ▲ 63.5 ▲ 53.3 ▲ 43.1 ▲ 44.0 ▲ 29.3 ▲ 37.9 ▲ 32.4 ▲ 23.5

▲ 23.4 ▲ 20.7 ▲ 21.9 ▲ 26.2 ▲ 32.9 ▲ 64.1 ▲ 55.4 ▲ 45.2 ▲ 43.8 ▲ 27.2 ▲ 33.7 ▲ 29.6 ▲ 21.8

▲ 22.7 ▲ 20.0 ▲ 21.9 ▲ 26.8 ▲ 36.2 ▲ 65.9 ▲ 62.3 ▲ 51.9 ▲ 42.9 ▲ 20.9 ▲ 21.0 ▲ 20.8 ▲ 17.1

繊維工業 ▲ 23.8 ▲ 20.1 ▲ 23.8 ▲ 30.0 ▲ 35.1 ▲ 69.4 ▲ 63.0 ▲ 57.6 ▲ 53.9 ▲ 33.9 ▲ 27.9 ▲ 28.6 ▲ 24.0

化学 ▲ 1.3 1.4 ▲ 8.5 ▲ 18.1 ▲ 31.0 ▲ 53.0 ▲ 52.2 ▲ 41.1 ▲ 25.3 ▲ 4.1 ▲ 4.0 0.0 0.0

食料品 ▲ 26.5 ▲ 19.7 ▲ 24.7 ▲ 27.4 ▲ 35.0 ▲ 71.4 ▲ 56.6 ▲ 43.4 ▲ 45.3 ▲ 26.2 ▲ 37.5 ▲ 32.3 ▲ 16.9

金属製品 ▲ 14.4 ▲ 19.1 ▲ 17.3 ▲ 26.6 ▲ 33.4 ▲ 58.7 ▲ 63.5 ▲ 55.9 ▲ 35.6 ▲ 11.5 ▲ 7.5 ▲ 9.9 ▲ 10.2

機械器具 ▲ 12.6 ▲ 19.1 ▲ 23.0 ▲ 33.0 ▲ 42.7 ▲ 62.6 ▲ 66.0 ▲ 60.4 ▲ 45.3 ▲ 21.7 ▲ 11.7 ▲ 7.6 ▲ 11.9

電気・情報通信機
械器具・電子部品

▲ 25.4 ▲ 26.9 ▲ 25.5 ▲ 24.6 ▲ 38.7 ▲ 59.6 ▲ 60.6 ▲ 49.0 ▲ 35.8 ▲ 21.1 ▲ 8.8 ▲ 14.8 ▲ 13.3

▲ 23.7 ▲ 21.0 ▲ 21.9 ▲ 26.1 ▲ 31.8 ▲ 63.5 ▲ 53.3 ▲ 43.1 ▲ 44.0 ▲ 29.3 ▲ 37.9 ▲ 32.4 ▲ 23.5

建設業 ▲ 11.9 ▲ 9.4 ▲ 9.0 ▲ 11.2 ▲ 15.2 ▲ 37.2 ▲ 32.9 ▲ 28.1 ▲ 22.7 ▲ 21.7 ▲ 27.1 ▲ 25.1 ▲ 26.5

小売業 ▲ 31.7 ▲ 30.7 ▲ 31.6 ▲ 36.4 ▲ 39.7 ▲ 67.3 ▲ 54.7 ▲ 44.6 ▲ 46.2 ▲ 36.3 ▲ 46.0 ▲ 39.8 ▲ 29.1

サービス ▲ 22.5 ▲ 17.8 ▲ 19.9 ▲ 23.8 ▲ 31.7 ▲ 70.7 ▲ 59.0 ▲ 47.3 ▲ 51.8 ▲ 29.0 ▲ 38.6 ▲ 31.5 ▲ 19.3

21年

製造業

非製造業

年 19年 20年

期

全体



⑨【中小企業】生産設備ＤＩ（過剰－不足）

77【参考データ】中小企業庁「中小企業景況調査」（2021年10-12月期）

⑨生産設備ＤＩ（過剰－不足）

【中小企業庁】生産設備ＤＩ

ＤＩ

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在

全体 － － － － － － - - － － － －

製造業 ▲ 5.1 ▲ 5.2 ▲ 3.9 ▲ 3.2 ▲ 1.1 8.2 7.3 4.8 1.1 ▲ 1.0 ▲ 2.2 ▲ 4.6

非製造業 - - - - - - - - - - - -

－ － － － － － - - － － － －

▲ 5.1 ▲ 5.2 ▲ 3.9 ▲ 3.2 ▲ 1.1 8.2 7.3 4.8 1.1 ▲ 1.0 ▲ 2.2 ▲ 4.6

繊維工業 ▲ 2.8 ▲ 5.0 ▲ 0.5 ▲ 0.5 2.8 13.7 13.4 14.5 10.5 12.5 9.7 6.1

化学 ▲ 13.5 ▲ 7.1 ▲ 4.3 ▲ 9.9 0.0 ▲ 1.4 8.8 0.0 ▲ 4.3 ▲ 4.1 ▲ 5.5 ▲ 4.3

食料品 ▲ 6.2 ▲ 7.7 ▲ 8.9 ▲ 8.4 ▲ 6.4 3.4 ▲ 1.6 ▲ 4.8 ▲ 2.0 ▲ 4.8 ▲ 4.5 ▲ 10.3

金属製品 ▲ 5.3 ▲ 8.3 ▲ 4.8 ▲ 1.4 1.2 12.9 11.8 8.7 1.8 ▲ 5.5 ▲ 8.1 ▲ 8.9

機械器具 ▲ 8.6 ▲ 6.4 ▲ 5.4 ▲ 2.2 ▲ 0.5 10.7 10.3 8.5 ▲ 0.2 ▲ 3.0 ▲ 5.9 ▲ 6.8

電気・情報通信機
械器具・電子部品

0.6 1.6 4.2 3.8 3.8 7.3 13.3 8.7 2.2 5.6 ▲ 1.7 ▲ 1.7

- - - - - - - - - - - -

建設業 - - - - - - - - - - - -

小売業 - - - - - - - - - - - -

サービス - - - - - - - - - - - -

21年

製造業

非製造業

年 19年 20年

期

全体



⑩【中小企業】従業員数ＤＩ（過剰－不足）

78【参考データ】中小企業庁「中小企業景況調査」（2021年10-12月期）

⑩従業員数ＤＩ（過剰－不足）

【中小企業庁】従業員数ＤＩ

ＤＩ

22年

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 現在 見通し

全体 ▲ 22.5 ▲ 21.6 ▲ 21.7 ▲ 21.4 ▲ 18.1 ▲ 1.1 ▲ 6.6 ▲ 10.9 ▲ 9.8 ▲ 10.5 ▲ 12.7 ▲ 17.4 ▲ 2.8

製造業 ▲ 21.4 ▲ 18.3 ▲ 17.5 ▲ 15.7 ▲ 11.9 10.8 5.2 0.2 ▲ 3.7 ▲ 7.0 ▲ 10.5 ▲ 15.5 ▲ 2.7

非製造業 ▲ 22.8 ▲ 22.7 ▲ 23.2 ▲ 23.3 ▲ 20.2 ▲ 5.1 ▲ 10.5 ▲ 14.6 ▲ 11.8 ▲ 11.8 ▲ 13.4 ▲ 18.1 ▲ 2.8

▲ 22.5 ▲ 21.6 ▲ 21.7 ▲ 21.4 ▲ 18.1 ▲ 1.1 ▲ 6.6 ▲ 10.9 ▲ 9.8 ▲ 10.5 ▲ 12.7 ▲ 17.4 ▲ 2.8

▲ 21.4 ▲ 18.3 ▲ 17.5 ▲ 15.7 ▲ 11.9 10.8 5.2 0.2 ▲ 3.7 ▲ 7.0 ▲ 10.5 ▲ 15.5 ▲ 2.7

繊維工業 ▲ 19.8 ▲ 20.0 ▲ 19.7 ▲ 12.8 ▲ 13.2 14.9 9.6 6.7 3.3 2.0 ▲ 2.3 ▲ 8.1 ▲ 9.0

化学 ▲ 21.9 ▲ 12.7 ▲ 16.6 ▲ 11.2 ▲ 7.0 2.9 8.7 7.3 1.4 0.0 ▲ 2.8 ▲ 7.2 12.9

食料品 ▲ 21.7 ▲ 21.0 ▲ 22.0 ▲ 20.8 ▲ 15.6 7.4 ▲ 3.7 ▲ 10.8 ▲ 3.6 ▲ 7.2 ▲ 7.8 ▲ 16.2 ▲ 4.9

金属製品 ▲ 26.4 ▲ 24.4 ▲ 20.8 ▲ 16.9 ▲ 12.9 11.9 6.8 ▲ 0.2 ▲ 10.5 ▲ 13.0 ▲ 20.0 ▲ 24.0 2.2

機械器具 ▲ 28.5 ▲ 20.0 ▲ 17.8 ▲ 16.3 ▲ 12.5 10.8 9.7 5.5 ▲ 7.9 ▲ 12.2 ▲ 19.6 ▲ 24.0 ▲ 0.4

電気・情報通信機
械器具・電子部品

▲ 9.4 ▲ 6.4 ▲ 6.8 ▲ 4.3 ▲ 3.7 16.9 15.0 11.3 3.3 ▲ 2.2 ▲ 13.4 ▲ 19.9 ▲ 0.6

▲ 22.8 ▲ 22.7 ▲ 23.2 ▲ 23.3 ▲ 20.2 ▲ 5.1 ▲ 10.5 ▲ 14.6 ▲ 11.8 ▲ 11.8 ▲ 13.4 ▲ 18.1 ▲ 2.8

建設業 ▲ 39.0 ▲ 38.0 ▲ 42.3 ▲ 41.5 ▲ 37.6 ▲ 24.3 ▲ 28.8 ▲ 33.3 ▲ 31.2 ▲ 29.2 ▲ 33.4 ▲ 35.0 ▲ 3.7

小売業 ▲ 12.7 ▲ 12.7 ▲ 11.9 ▲ 12.0 ▲ 11.2 ▲ 2.5 ▲ 6.2 ▲ 8.2 ▲ 6.8 ▲ 6.6 ▲ 5.5 ▲ 10.0 ▲ 2.9

サービス ▲ 24.6 ▲ 25.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 20.7 ▲ 1.1 ▲ 8.4 ▲ 14.3 ▲ 9.2 ▲ 9.8 ▲ 12.3 ▲ 18.3 ▲ 2.5

21年

製造業

非製造業

年 19年 20年

期

全体


